
法
華
経
の

ω
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日
口
富
ぴ
富
ひ
巻
に
就
い
て

松
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廉

序

　
ケ

ル
ン

は
そ

の
英
訳
法
華
経
で
は
、
ビ
r
t
ル
ヌ
フ
が
こ
の
m
ρ
壱
O
プ
剖
げ
ゴ
似
蔓
智

の

言
葉
を
l
a
n
g
a
g
e
　
6
n
i
g
m
a
t
i
q
u
e
　
（
m
e
の
言
葉
）
と
訳
し
て
い
る
こ
と
を
認
め

つ

つ
、
彼
自
身
の
訳
で
は
一
貫
し
て
　
m
y
s
t
e
r
y
　
Q
語
で
訳
し
通
し
て
い
る
。

し
か
し
、
か
く
訳
し
つ
つ
も
彼
に
は
な
お
疑
問
が
あ
っ
て
、
ヨ
ρ
耳
日
と
殆
ん

ど
同
じ
言
葉
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
な
ど
、
苦
悩
の
あ
と
が
見
え
て
い
る
。

（同
訳
五
九
頁
下
註
参
照
）
エ
ジ
ャ
ト
ン
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1
　
f
u
n
d
a
m
e
n
t
a
l
，
　
r
e
a
l
　
m
e
a
n
i
n
g
と
か
、

仏
が
実
際
に
意
図
し
た
1
1
n
l
l
＃
S
K
　
T
h
e
　
L
o
r
d
’
s
　
w
o
r
d
s
　
a
s
　
I
／
I
e
　
r
e
a
l
l
y
　
i
n
t
e
n
d
e
d

the
m
　
（
e
s
o
t
e
r
i
c
a
l
l
y
・
　
c
r
y
p
t
i
c
a
l
l
y
）
等
、
色
々
の
意
味
に
と
る
が
、
大
体
か
ら

言
っ
て
欧
米
の
p
t
m
p
t
g
　
s
a
r
p
d
h
a
－
b
h
a
＄
y
a
等
の
語
学
的
意
味
を
基
礎
と
し
、

こ
れ
に
そ
の
言
葉
の
用
い
ら
れ
て
い
る
文
の
前
後
関
係
か
ら
そ
の
意
味
を
推
測

し
、
さ
ら
に
一
方
西
蔵
訳
を
参
照
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
研
究
方
法
は
勿
論
必
要
な
こ
と
で
あ
る
が
’
こ
れ
だ
け
で
は
完
全
な
方

　
　
　
　
n
｛
［
m
a
m
e
の
　
S
a
r
p
d
h
E
b
h
a
s
y
a
に
就
い
て
（
松
涛
）

法
で
は

な
い
。
留
目
〔
宗
甲
の
語
学
的
意
味
だ
け
を
見
て
も
、
前
置
辞
8
∋
－
と

語

根
〔
ま
申
か
ら
成
っ
て
い
る
こ
と
は
す
べ
て
の
研
究
者
に
異
論
が
無
い
と
し

て

も
、
そ
れ
か
ら
派
生
す
る
意
味
は
、
結
合
、
和
合
、
和
解
、
状
態
、
約
束
、

意

図
、
限
界
、
定
着
等
、
驚
く
べ
き
数
に
の
ぼ
り
、
文
全
体
の
前
後
関
係
か
ら

見

て
適
当
な
意
味
を
選
び
出
す
こ
と
も
容
易
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
著
者
の
真

意

を
正
し
く
汲
む
事
が
困
難
に
な
り
、
訳
者
の
考
え
が
入
り
過
ぎ
て
誤
り
と
な

る
恐
れ
が
あ
り
、
ま
た
、
誤
っ
た
先
入
観
に
煩
わ
さ
れ
る
危
険
も
あ
る
。
こ
と

に

法
華
経
に

限

ら
ず
西
蔵
訳
一
般
か
ら
の
資
料
を
用
い
る
時
に
は
そ
の
印
度
密

教
的
解
釈

と
混
同
し
な
い
よ
う
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
も
し
幸
い
に
し
て
原
文
の
中
に
そ
の
問
題
の
言
葉
が
明
瞭
に
規
定
し
て
あ
れ

ば
、
そ
れ
に
依
れ
ば
良
い
の
で
あ
る
が
、
　
こ
の
法
　
m
a
e
e
の
　
s
a
r
p
d
h
a
－
b
h
a
＄
y
a

の

よ
う
に
そ
れ
が
殆
ん
ど
見
当
ら
な
い
場
合
に
は
そ
れ
も
出
来
な
い
。
然
し
幸

い
に

し
て
竺
法
護
、
羅
什
の
漢
訳
が
あ
っ
て
’
年
代
と
し
て
も
古
い
資
料
で
、

従
っ
て
そ
の
中
に
或
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
の
訳
に
就
い
て
の
伝
統
が
伝
わ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



　
　
　
　
法
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文
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研
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（
創
刊
号
）

い

る
か
も
知
れ
ぬ
し
、
た
と
え
そ
う
云
う
も
の
が
無
く
と
も
、
こ
の
両
訳
は
古

い
真
剣
な
労
作
と
し
て
充
分
に
参
考
す
る
価
値
の
あ
る
こ
と
ぱ
、
誰
し
も
認
め

ざ
る
を
得
ぬ
で
あ
ろ
う
。
以
下
竺
己
〔
三
？
一
∨
h
i
＄
y
a
並
び
に
こ
れ
に
類
す
る
言

案
が
出
て
来
る
文
章
を
ケ
ル
ン
本
か
ら
引
き
出
し
て
、
法
護
、
羅
什
の
両
巨
匠

が

ど
う
取
り
扱
っ
て
い
る
か
を
見
極
め
て
見
た
い
．

　
　
こ
の
よ
う
な
研
究
に
就
い
て
は
、
先
ず
第
一
に
ケ
ル
ン
本
が
適
当
か
ど
う

　
か

の

問
題
が
あ
る
。
即
ち
現
存
の
写
本
の
種
類
が
多
い
こ
と
と
、
法
護
等
が

　
用
い
た
写
本
が
ケ
ル
ン
本
と
完
全
に
同
じ
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
云
う
こ
と

，
で
あ
る
が
、
大
体
か
ら
言
っ
て
夫
々
の
写
本
の
有
す
る
誤
写
は
別
間
題
と
し

　
て
、
相
違
の
問
題
は
語
学
的
な
－
i
J
）
　
g
で
、
内
容
か
ら
見
れ
ば
ど
ん
な
写
本
も

皆
な
大
体
同
じ
で
あ
る
と
言
い
得
る
か
ら
、
日
下
の
と
こ
ろ
最
も
広
く
用
い

ら
れ
て
い
る
版
本
は
ケ
ル
ン
本
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

ま
た
、
正
法
華
は
我
々
の
研
究
所
で
野
村
教
授
の
責
任
の
ご
、
と
に
研
究
さ
れ

　
て
い
て
今
ま
で
に
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
ろ
が
、
未
だ
公
開
さ
れ
て
い
な

　
い
の

で
、
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
．
、
往
っ
て
、
此
処
で
は

白
分
の
当
て
推
量
で
読
ん
で
行
く
よ
り
ほ
か
に
方
法
が
な
い
。
そ
れ
で
此
の

点
誤

り
も
多
い
で
あ
ろ
う
が
、
あ
ら
か
じ
め
∴
読
者
の
寛
恕
を
願
う
次
第
で
あ

る
。

二
　
原
文
と
法
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・
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什
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と
の
比
較

法
華
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縁
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難
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、
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目
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・
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’
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そ
れ
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の
う
ち
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請
々
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法
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（
仏
（
｛
ち
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明
ら
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に
す
る
⊂
（
す
な
わ
ち
）
種

　
　
々
異
な
る
善
巧
力
便
・
智
見
・
囚
縁
∴
I
：
1
！
説
・
所
縁
・
解
釈
・
施
設
を
用

　
　
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
吉
巧
方
使
を
川
い
て
、
；
て
れ
そ
れ
の
こ
と
が
ら
に
執

　

着
し
て
い
ち
衆
生
を
解
脱
さ
せ
ろ
た
め
に
、
〔
．
三
」
三
明
・
三
、
三
ワ
か
・
二
＼
め
ろ
．
、
）

羅
什
は

原
文
を
直
訳
せ
ず
、
文
の
前
後
を
組
三
台
せ
て
自
由
に
訳
し
て
い
る
。

則
ち
、
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従
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成
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已
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演
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教
一
　
無
数
方
便

　
　
引
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衆
生
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令
レ
離
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諸
著
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法
護
は

原
文
か
ら
か
．
c
o
　
：
リ
離
れ
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そ
の
代
り
に
我
々
の
問
婆
s
－
g
x
（
　
s
a
r
p
d
h
割
－

ピ
ゴ
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辺
ρ
を
丁
寧
に
述
べ
て
そ
の
意
味
を
教
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
、

　

大
正
九
・
六
八
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又
舎
利
弗
　
如
来
観
二
察
　
人
所
縁
起
一
　
善
権
二
方
便
一
　
随
レ
誼
順
導

　
　
猜
二
靡
現
慧
一
　
各
為
二
分
別
一
　
而
散
二
法
誼
一
　
用
度
二
群
生
？

　
（
＊
人
所
禄
起
は
原
文
。
，
～
、
P
－
p
r
a
t
y
a
y
a
n
　
d
h
a
r
m
i
i
n
　
Q
訳
か
。
）

羅
什
の
「
宜
」
と
法
護
の
「
誼
」
と
は
同
意
義
で
「
よ
ろ
し
き
」
と
読
む
ベ
シ
ご

で

あ
ろ
う
。
現
慧
は
衆
生
の
持
つ
現
在
の
智
で
あ
ろ
う
。
散
は
散
布
の
意
味
。

善
権
方
便
と
s
a
r
p
d
h
［
L
－
b
h
a
＄
y
a
と
の
関
係
は
後
に
引
用
す
v
Q
　
S
k
t
．
原
文
に

も
出
て
来
る
。
要
す
る
に
此
の
語
は
、
仏
が
衆
生
な
ど
の
状
態
或
い
は
現
状
を

見

て
、
こ
れ
に
あ
わ
ぜ
て
説
く
言
葉
或
い
は
教
理
で
、
仏
智
を
実
智
と
す
れ
ば

こ
れ
は
権
智
と
な
る
。
（
島
地
大
等
著
妙
藷
華
経
三
九
頁
参
照
）
即
ち
¢
但
且
】
、
勾
，

三
田
頃
智
は
仏
智
と
は
明
瞭
に
区
別
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
．
、
什
訳
に
あ
る
意

趣
（
こ
こ
ろ
ぼ
せ
）
は
m
〔
巳
】
己
言
に
あ
る
意
図
の
意
味
を
匂
わ
せ
て
い
る
か
の
よ

う
に
も
見
え
る
が
、
な
お
不
明
で
あ
る
。
然
し
、
こ
れ
を
－
、
p
っ
イ
、
　
s
a
r
p
d
h
a
l

b
一
旨
ジ
祭
と
a
b
h
i
p
r
7
L
y
a
　
（
四
意
趣
）
と
を
関
係
づ
け
る
こ
と
も
な
お
早
計
で
あ

ろ
・
つ
．
、
（
エ
ジ
ャ
ト
ソ
辞
書
五
五
六
頁
m
巳
づ
（
≡
P
の
項
参
照
）

　
　
　
　

法
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目
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昌
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邑
切
さ
p
に
就
い
て
（
松
濤
）

要

す
る
に
羅
什
の
随
宜
と
云
う
訳
語
は
、
若
し
彼
に
亘
接
伝
わ
る
も
の
で
な
け

れ

ば
、
恐
ら
く
は
法
護
の
こ
の
個
所
に
依
っ
て
い
る
も
の
と
す
る
事
が
出
来
よ

う
。
そ
し
て
こ
う
訳
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
此
の
言
葉
は
法
華
経
の
爾
前
の
教
．

唯
有

二
栗
等
の
思
想
と
関
連
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

（
こ
の
個
所
は
世
観
の
法
華
経
論
に
引
用
と
s
あ
る
が
菩
提
流
支
の
訳
（
続
蔵

　
二
二
套
第
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、
二
三
左
下
）
に
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「
灸
口
利
弗
難
解
法
者
　
諸
仏
如
来
随
宜
ヨ
川
説
　
青
心

　
趣
難
解
」
と
あ
り
、
同
論
の
勒
那
摩
提
訳
も
同
じ
．
以
上
中
村
瑞
隆
教
授
の

　
御
教
示
に
よ
り
追
加
す
る
。
法
護
、
羅
什
の
訳
風
が
伝
っ
て
い
る
の
を
知
る
。
）
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a
方
便
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ン
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三
四
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一
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、
坂
本
上
七
六
頁
。
舎
利
弗
の
言

葉
と
し
て
、

　
　
1
｛
o
　
b
h
a
g
a
v
a
，
n
　
h
e
t
u
h
　
k
a
h
　
I
）
r
a
t
y
a
y
o
　
y
a
d
　
b
l
i
a
．
g
a
v
E
n
　
a
d
h
i
n
i
i
t
＝

　
　
t
r
a
r
p
　
p
u
n
a
l
）
　
p
u
i
i
a
s
　
t
a
．
t
h
i
L
g
a
t
i
L
n
f
i
n
i
　
u
p
r
L
＿
y
a
－
l
〈
a
u
g
a
l
｝
，
t
a
，
言
笥
三
↑
t
（
言
ξ
n

　
　
誌
〔
三
ぷ
〒
（
二
】
彗
∋
騨
－
〔
写
い
〔
三
9
1
弓
゜
。
三
プ
三
遷
3
、
〔
三
＼
質
三
三
）
巨
「
言
ξ
コ
一
〇

　
　
d
h
a
r
i
n
｛
．
）
　
’
1
）
h
i
s
a
n
i
l
）
u
d
d
h
a
　
i
t
i
　
／
　
d
u
r
s
，
、
i
j
r
’
i
e
y
a
i
p
　
c
a
．
　
s
a
i
p
d
h
i
t
－
b
一
田
品

　
　
＄
．
y
a
m
　
i
t
i
　
p
t
t
n
a
h
　
p
u
n
a
l
．
i
　
s
；
L
i
p
く
a
n
r
t
－
，
　
y
a
t
i
　
／
　
n
a
　
c
a
　
n
i
e
　
b
h
a
，
g
a
v
a
t
（
）

　
　
、
已
窪
（
註
゜
i
，
J
a
n
l
－
i
“
t
’
t
p
o
　
d
l
i
a
，
r
i
l
i
a
－
p
a
r
y
l
t
y
a
h
　
g
t
’
u
t
a
．
－
p
U
i
“
v
i
L
l
］
　
／
　
i
i
i
l
［
L
g

　
　
c
a
　
b
l
）
a
，
g
a
v
a
r
p
g
　
c
a
t
a
s
r
a
h
　
p
a
r
s
．
a
d
o
　
v
i
e
i
k
i
t
s
．
i
t
－
k
a
t
h
a
i
p
k
a
t
l
i
7
L
－

　
　
p
r
f
t
p
t
i
L
s
　
t
a
t
　
s
i
L
d
h
u
　
b
h
a
g
a
v
t
l
n
　
n
i
r
d
i
g
a
t
u
　
y
a
t
　
s
a
，
i
p
d
j
（
L
y
i
L
　
t
i
L
t
h
　
7
t
－

　
　
g
a
t
o
　
g
；
L
m
l
）
h
i
r
a
s
y
a
　
t
a
t
i
i
．
；
L
g
a
t
a
－
d
h
a
r
m
a
s
y
a
．
　
p
u
n
a
b
　
p
u
n
a
l
］

　
　
s
？
u
p
～
、
a
．
r
i
］
s
t
m
　
k
a
r
o
t
i
　
／
／

　

試
　
訳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝



　
　
　
　
法
華
文
化
研
究
（
創
刊
号
）

　
　
世

尊
よ
。
何
が
因
、
何
が
縁
で
世
尊
は
大
い
に
繰
返
し
繰
返
し
如
来
た
ち

　
　
の
善
巧
方
便
．
智
見
・
説
法
を
賞
め
讃
え
ら
れ
る
の
で
す
か
。
　
『
私
の
覚

　
　
っ

た
法
は
深
遠
で
あ
る
』
と
言
い
、
ま
た
、
　
『
。
。
p
目
穿
剖
吉
｝
五
乏
p
も
知

　
　

り
難
い
も
の
で
あ
る
』
と
繰
返
し
繰
返
し
賞
め
讃
え
ら
れ
る
の
で
す
か
。

　
　
ま
た
私
も
世
尊
の
許
で
こ
の
よ
う
な
法
門
は
以
前
に
承
っ
た
こ
と
は
あ
り

　
　
ま
せ
ん
。
ま
た
、
世
尊
よ
’
こ
れ
ら
四
衆
の
者
た
ち
は
疑
惑
や
疑
問
に
当
面

　
　
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
世
尊
は
’
そ
れ
に
関
連
し
V
i
　
（
y
a
t
：
a
n
i
d
h
a
y
a
）

　
　
如
来
が
如
来
の
深
遠
な
法
を
幾
度
も
幾
度
も
称
讃
な
さ
る
、
そ
の
事
柄
に

　
　
就
い
て

お

説

き
下
さ
い
。
（
あ
と
の
輻
日
合
習
辞
は
軽
い
意
味
で
用
い
ら

　
　
れ
て

い
る
。
）

　
什
訳

　
大
正

九
・
六
b

　
　
世

尊
　
何
因
何
縁
　
懸
勲
称
歎
　
諸
仏
第
．
一
方
便
　
趨
讃
　
難
解
之

　
　
淘
　
我
自
レ
昔
来
　
未
ヨ
曾
従
レ
仏
聞
昌
如
レ
是
説
一
今
者
四
衆
成
皆
有
レ

　
　
疑
　
唯
願
世
尊
　
敷
司
演
斯
事
一
　
世
尊
何
故
　
磐
葱
称
司
歎
　
甚
深
微
妙

　
　
難
解
之
法
↓

原
文
と
比
較
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
　
こ
の
訳
文
中
の
第
一
方
n
g
は
　
s
a
r
p
d
h
7
t
－

bha
＄y
a
と
見
、
甚
深
微
妙
難
解
之
法
は
仏
の
覚
ら
れ
た
深
法
と
見
る
べ
き
か
、

或
い
は

後
者
は
略
し
た
の
か
明
瞭
で
は
な
い
。

　
法
護
訳

　
大
正

九
・
六
八
c

　
　
唯

然
世
尊
　
今
日
如
来
　
何
故
独
宣
　
善
権
方
便
　
以
ユ
深
妙
法
一
　
逮
ユ

　
　
最
正
覚
一
　
道
徳
魏
魏
　
不
可
称
限
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

法
訳
の

方
が
問

題
の

両
者

の

区
分
が

明
瞭
で
あ
る
。
こ
の
個
所
よ
り
漢
訳
六
行

ほ
ど
前
に
の
聾
召
《
プ
剖
－
亘
ゴ
習
ぺ
辞
の
語
は
無
い
が
、
千
二
百
人
の
声
聞
た
ち
の
疑

惑

を
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
此
の
方
が
両
者
の
区
別
が
明
瞭
で
重
要

で

あ
る
。
そ
の
原
文
と
什
訳
と
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
（
K
e
r
n
　
e
d
．
　
I
、
．
　
3
3
－
7
）
　
I
〈
o
　
n
u
　
h
e
t
u
h
　
k
i
r
p
　
l
〈
a
r
a
r
p
a
r
p
　
y
a
d
　
b
h
a
g
a
＜
a
n

　
　
a
d
h
i
m
E
t
r
a
m
　
u
p
a
y
a
－
k
a
u
g
a
l
y
a
r
p
　
t
a
t
h
a
g
a
t
a
n
E
r
p
　
s
a
r
p
v
a
r
r
p
a
y
a
t
i
＼

　
　
g
a
m
b
h
i
r
a
g
　
c
．
f
t
y
a
m
　
m
a
y
Z
　
d
h
a
r
m
o
　
’
b
h
i
s
a
r
p
b
u
d
d
h
a
　
i
t
i
　
s
a
r
p
v
a
＝

　
　
r
n
a
y
a
t
i
　
／
　
d
u
r
v
i
j
f
i
e
y
a
g
　
c
a
　
s
a
r
v
a
－
g
r
a
v
a
k
a
－
p
r
a
t
y
e
k
a
b
u
d
d
h
a
i
r
　
i
t
i

　
　
s
a
r
p
v
a
r
n
a
y
a
t
i
　
／

　
大
正

九
・
六
b

　
　
今
者
世
尊
　
何
故
患
葱
　
称
昌
歎
方
便
一
　
而
作
是
言
　
仏
所
得
法
　
甚
深

　
　
難
解
　
有
レ
所
昌
言
説
一
　
意
趣
難
知
　
一
切
声
聞
辟
支
仏
　
所
不
能
及
。

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
普
m
p
　
s
a
i
p
d
h
a
－
1
）
h
a
s
y
a
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
善

vr

方
e
s
　
（
u
p
a
－
y
a
－
k
a
u
g
a
l
y
a
）
を
用
い
て
い
る
事
g
．
、
　
S
k
t
・
原
文
に
於
い
て
も

善
巧
方
便
の
説
法
内
容
と
s
a
r
p
d
h
a
－
b
h
a
s
y
a
は
同
じ
も
の
で
あ
る
と
見
て
い

る
こ
と
に
な
る
。

　
⇔
　
n
方
便
品
。
ケ
ル
ン
本
三
四
頁
九
行
、
坂
本
上
七
八
頁
。
舎
利
弗
が
仏

に

説

く
偶
文
中
に

　
　
b
o
d
h
i
－
m
a
n
d
a
r
p
　
c
a
　
k
i
r
t
e
s
i
　
p
r
c
c
h
a
k
a
s
　
t
e
　
n
a
　
v
i
d
y
a
t
e
　
／

　
　
s
a
r
p
d
h
c
－
a
－
b
h
a
s
．
　
y
a
日
　
c
．
a
　
k
i
r
t
e
s
i
　
n
a
　
c
a
　
t
v
a
r
p
　
k
a
g
　
c
i
　
p
r
c
c
h
a
t
i
　
／
／

　
試
　
訳



　
　

あ
な
た
は
菩
提
道
場
を
称
た
え
ら
れ
る
の
に
、
あ
な
た
に
問
う
者
は
な
い
。

　
　
ま
た
、
c
・
ρ
日
巳
莇
吉
ゴ
似
蔓
辞
を
あ
な
た
は
称
た
え
ら
れ
る
の
に
、
あ
な
た

　
　

に

誰
も
尋
ね
ま
せ
ん
。

　
什
訳
　
大

正

九
・
六
b

　
　
　
　
道
場
所
得
法
　
無
能
発
間
者

　
　
　
　
我

意
難
可
測
　
亦
無
能
問
者

什
は

此
処
で
も
。
・
牡
目
巳
プ
甲
9
習
き
の
な
か
に
「
意
］
の
意
味
を
見
て
い
る
事

が
わ

か
る
。
（
前
出
、
ケ
ル
ン
杢
二
三
頁
七
行
の
什
訳
参
照
）

　
法
訳

　
大
正
九
・
六
八
c

　
　
　
　
讃
揚
仏
道
場
　
無
敢
発
問
老

　
　
　
　
独
諮
嵯
真
法
　
無
能
啓
微
妙

sa

r
p
d
h
a
－
b
h
a
s
y
a
を
真
法
と
訳
し
て
い
る
が
、
説
法
と
し
て
の
真
法
で
、
仏

智
の

意
味
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
。

　
四
　
皿
警
喩
品
。
ケ
ル
ン
本
六
〇
頁
九
行
、
坂
本
上
一
三
六
頁
。
世
尊
に
対

す
る
舎
利
弗
の
言
葉
と
し
て
、
世
尊
が
自
分
達
を
劣
乗
で
出
離
さ
せ
た
こ
と
を

自
分
は
思
い
煩
ら
っ
て
い
た
が
、

　
　
e
v
a
r
p
　
c
a
　
m
e
　
）
h
a
g
a
v
a
r
p
s
　
t
a
s
m
i
n
　
s
，
a
m
a
y
e
　
l
）
h
a
，
v
a
t
y
　
a
s
m
a
l
〈
a
m

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
e
v
a
i
＄
o
　
’
p
a
r
a
d
h
o
　
n
a
i
v
a
　
b
h
a
g
a
v
a
t
（
）
　
’
p
a
r
a
d
h
a
l
．
i
　
／
　
t
a
t
　
k
a
s
y
a

　
　
h
e
t
o
h
　
／
　
s
a
c
e
d
　
b
h
a
g
a
v
．
－
a
n
　
a
s
m
：
b
h
i
h
　
p
r
a
t
i
k
s
i
t
a
h
　
s
y
c
H
a
t
　
s
a
l
l
l
〒

　
　
t
k
a
r
s
i
l
〈
i
r
i
　
d
h
a
r
m
a
－
d
e
g
a
n
E
目
　
k
a
t
h
a
y
a
m
．
－
a
n
o
　
y
a
d
　
i
d
a
m
　
a
n
u
t
t
a
－

　
　
r
a
t
r
p
　
s
a
m
y
a
k
s
．
f
t
r
l
i
b
o
d
h
i
m
　
E
r
a
b
h
y
a
　
t
e
s
く
　
e
v
a
　
v
a
y
a
i
p
　
b
h
a
g
a
v
a
n

　

　

　

　

法
華
経
の

ω
ρ

召
ユ
ゴ
但
げ
】
旨
噸
ぺ
p
に
就
い
て
（
松
濤
）

　
　
dh
a
r
m
e
＄
u
　
n
i
r
y
g
t
口
h
　
s
y
a
n
i
a
　
／
　
y
a
t
　
p
u
n
a
r
　
b
h
a
g
a
v
；
　
n
n
　
a
s
m
巴
b
h
i
r

　
　
a
n
u
p
a
s
t
h
i
t
e
＄
u
　
b
o
d
h
i
．
g
a
t
t
v
e
s
u
　
s
a
r
p
d
h
5
－
l
）
h
a
＄
y
a
n
i
　
b
h
a
g
a
v
a
t
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
’
j
i
i
5
n
a
m
a
n
a
i
s
　
t
v
a
r
a
i
n
7
L
r
p
a
i
h
　
p
r
a
t
h
a
i
n
a
．
－
b
h
．
－
a
＄
i
t
a
i
v
a
　
t
a
t
h
る
g
a
t
a
＝

　
　
s
y
a
　
d
h
a
r
m
a
－
d
e
s
’
a
n
i
i
　
g
i
’
u
t
v
6
d
g
q
r
h
i
t
i
L
　
d
h
7
i
r
i
t
：
一
）
言
己
高
・
巨
ご
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
m
a
n
a
s
i
k
；
t
a
，
　
s
o
　
’
h
a
i
p
　
b
h
a
g
a
v
a
n
n
　
a
t
．
i
n
a
－
p
－
，
　
r
i
b
h
a
＄
a
i
：
t
a
y
L
i
i
v
a

　
　
bha
y
i
s
t
h
e
n
a
　
r
－
a
t
r
i
i
p
－
d
i
v
i
L
n
y
　
a
t
i
n
i
u
n
a
y
，
7
u
n
i
　
／

　

試
　
訳

　
　

ま
た
、
そ
の
時
に
世
尊
よ
。
こ
う
云
う
考
え
が
私
に
起
り
ま
し
た
。
　
「
こ

　
　
れ
は

私
た

ち
の
罪
で
あ
っ
て
、
世
尊
の
罪
で
は
な
い
」
と
。
何
故
な
れ
ば
、

　
　
若
し
私
た
ち
が
世
尊
に
御
期
待
し
た
な
ら
、
　
（
世
尊
は
）
人
を
向
上
さ
せ
る

　
　
説
法

を
、
即
ち
、
無
上
の
正
菩
提
に
就
い
て
述
べ
ら
れ
て
、
私
達
は
、
世

　
　
尊

よ
、
そ
れ
ら
の
法
で
出
離
し
た
で
し
．
《
う
か
ら
。
そ
れ
で
あ
る
の
に
、

　
　
世
尊

よ
、
私
た
ち
は
菩
薩
た
ち
が
側
ら
に
居
な
い
時
に
、
世
尊
の
。
。
聾
日
u

　
　
穿
甲
窪
品
題
ρ
の
事
を
知
ら
ず
に
、
急
い
で
、
最
初
に
説
か
れ
た
如
来
の

　
　
説
法

を
聞
い
て
、
こ
れ
を
取
り
、
受
け
、
修
し
、
考
え
、
意
う
に
想
い
と

　
　
ど
め
た
の
で
、
そ
の
私
は
、
世
尊
よ
、
自
分
を
非
難
す
る
事
で
’
大
部
分
、

　
　
昼
夜

を
過
ご
し
て
来
ま
し
た
。

什
訳
か

ら
必
要
な
個
所
だ
け
を
取
れ
ば
、

　
大
正

九
・
一
〇
c

　
　
然
我
等
不
レ
解
I
I
方
便
　
随
宜
所
説
一
　
初
聞
二
仏
法
一
　
遇
便
信
受
　
思
惟

　
　
取
レ
証
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二



　
　
　
　
法
華
文
化
研
究
（
創
刊
号
）

と
あ
っ
て
、
原
文
に
な
い
「
方
便
」
の
語
を
入
れ
て
意
味
を
明
瞭
に
し
て
い
る
。

法
訳
は
原
文
か
ら
外
れ
て
い
て
、
ω
p
目
合
剖
－
亘
冨
3
、
ρ
の
訳
語
と
見
ら
れ
る
も

の

も
無
い
の
で
略
す
。

　
θ
　
皿
警
喩
品
。
ケ
ル
ン
本
七
o
頁
三
行
、
坂
本
上
一
五
六
頁
。
神
々
の
言

葉
と
し
て
、

　
　
b
a
h
u
－
d
h
a
r
m
a
h
　
g
r
u
t
o
　
’
s
m
a
b
h
i
r
　
l
o
k
a
－
n
E
t
h
a
s
y
a
　
s
a
i
p
m
u
k
h
a
m
＼

　
　
n
a
　
c
a
y
a
m
　
i
d
；
g
o
　
d
h
a
r
m
a
h
　
g
r
u
t
a
－
p
a
r
v
a
l
）
　
k
a
d
：
　
c
t
5
a
　
／
／
3
5
／
／

　
　
a
n
u
m
o
d
剖
m
a
　
m
a
h
a
v
i
r
a
　
s
a
n
i
d
h
．
－
a
－
b
h
E
－
L
s
y
a
r
p
　
m
a
h
a
．
r
＄
i
r
p
g
m
　
／

　
　
y
a
t
h
a
r
y
o
　
v
y
a
k
；
t
o
　
h
y
　
e
＄
a
　
g
a
r
i
p
u
t
r
o
　
v
i
S
a
r
a
d
a
b
　
／
／
3
6
／
＼

　
　
v
a
y
a
m
　
a
p
y
　
e
d
；
g
a
h
　
s
y
葛
m
o
　
b
u
d
d
h
a
　
l
o
k
e
　
a
n
u
t
t
a
r
a
h
　
／

　
　
s
a
r
p
d
h
l
a
－
b
h
－
a
s
y
e
r
p
a
　
d
e
g
e
n
t
o
　
）
u
d
d
h
a
－
b
o
d
h
i
m
　
a
n
u
t
t
a
r
c
－
a
m
／
＼
3
7
／
／

　
試
　
訳

　
　
私
共
は

世
間
の
守
護
老
の
面
前
で
沢
山
の
法
を
聞
き
ま
し
た
が
’
こ
の
よ

　
　
う
な
法
（
教
え
）
は
以
前
に
承
っ
た
時
は
あ
り
ま
せ
ん
。
（
三
五
）

　
　
大
雄
よ
。
大
仙
が
た
の
。
・
p
白
（
≡
甲
三
〉
習
ぺ
夢
に
私
共
は
随
喜
し
ま
す
。
ち

　
　

ょ
う
ど
授
記
さ
れ
た
此
の
無
畏
で
あ
る
尊
い
舎
利
弗
の
よ
う
に
、
（
三
六
）

　
　
私
た

ち
も
ま
た
、
世
の
中
で
最
高
の
こ
の
よ
う
な
仏
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
　
（
そ
し
て
）
蟹
目
O
古
申
ピ
古
劉
ぺ
ρ
に
依
っ
て
最
高
の
、
仏
陀
の
覚
り
を
説
い
て

　
　

い
る
で
し
ょ
う
。
（
三
七
）

　
什
訳

　
大
正
九
・
＝
一
a

　
　
　
　
我
等
従
昔
来

　
数
聞
世
尊
説

一
四

　
　
　
　
未
曾
聞
如
是
　
深
妙
之
上
法

　
　
　
　
世
尊
説
是
法
　
我
等
皆
随
喜

　
　
　
　
大
智
舎
利

弗
　
今
得
受
尊
記

　
　
　
　
我
等
亦
如
是
　
必
当
得
作
仏

　
　
　
　
於
一
切
世
間
最
尊
無
有
上

　
　
　
　
仏
道

巨
思
議
　
方
便
随
宜
説

法

訳
は

原
文
か
ら
離
れ
て
い
る
。
こ
の
偶
の
訳
の
最
後
の
「
願
獲
仏
道
誼
」
が

・・

工

目
合
甲
げ
言
蔓
辞
の
影
を
見
せ
て
い
る
と
言
い
得
よ
う
。
こ
こ
で
も
羅
什
は

原

文
に

無

い

「
方

便
」
の
語
を
加
え
て
意
味
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
内

　
刈
勧
持
品
。
ケ
ル
ン
本
二
七
三
頁
一
三
行
、
坂
本
中
二
三
八
頁
。
菩
薩

た
ち
が
世
尊
に
対
し
て
述
べ
る
偏
と
し
て
、

　
　
一
）
］
室
る
く
習
。
ぐ
〔
二
劉
三
9
盲
（
寡
昌
冨
零
－
；
二
ぢ
う
、
恥
二
↓
＼

　
　
言
稔
己
二
邑
＝
・
＝
ε
、
s
ご
。
・
三
乞
｝
争
三
ピ
智
〉
、
〔
s
；
甘
】
三
吟
巴
∨
＼
＼
」
Φ
＼
＼

　
試
　
訳

　
　
世
尊

こ
そ
が
、
後
ち
の
時
代
に
S
；
L
I
I
I
C
＝
）
i
t
－
1
）
h
i
t
；
y
t
ニ
ピ
知
ら
な
い
此
の
よ

　
　
う
な
悪
比
丘
た
ち
が
い
る
こ
と
を
知
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
什
訳

　
大
正
九
・
三
六
c

　
　
　
　
世
尊

自
当
レ
知
　
濁
世
悪
比
丘

　
　
　
　
不
レ
知
二
仏
方
便
　
随
宜
所
説
法
一

　
法
訳
　
大
正

九
・
一
〇
七
b

　
　
　
　
世
尊
具
知
レ
之
　
如
是
悪
比
丘



　
　
　
　
然
後
来
末
世
　

当
二
分
別
開
解
一

法
訳
中
、
　
「
当
分
別
開
解
」
は
原
文
に
当
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
羅

什
は

特
に

方
便
の

語
を
加
え
て
意
味
を
明
瞭
に
し
て
い
る
。

q
i
．
　
S
a
n
i
d
h
E
－
b
h
割
＄
i
t
a

　

こ
の
語
は
本
来
過
去
分
詞
で
あ
る
が
、
法
華
経
中
に
は
そ
の
ま
ま
名
詞
と
し

x
J
　
s
a
r
p
d
h
a
－
b
h
a
s
y
a
と
同
意
義
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
O
　
V
薬
草
品
。
ケ
ル
ン
本
l
二
四
頁
一
〇
行
、
坂
本
上
二
七
〇
頁
。
迦
葉

に

対

す
る
仏
の
言
葉
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
・
o
　
’
h
a
r
p
　
k
a
S
y
a
p
a
i
l
t
a
－
r
a
s
a
i
p
　
d
h
a
r
i
n
a
i
l
i
　
v
i
d
i
t
v
i
i
　
y
a
c
l
－
u
t
a
V
i
l
）
l
〒

　
　S
－
田
留
日
巳
乏
登
山
声
ω
〔
唇
巳
叶
く
習
ρ
壱
昌
さ
↑
≦
㏄
習
3
憤
葺
さ
－
亘
ピ
箒

　
　

n
i
r
v
；
t
－
c
　
m
　
e
k
a
－
b
h
口
m
i
k
a
m
　
a
k
a
怜
a
－
g
．
a
t
i
k
a
m
，
　
a
d
h
i
m
u
k
t
i
n
i
　
s
a
t
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
t
ぐ
似
コ
倒
目
智
已
已
市
巴
拐
似
目
勘
O
o
】
］
辞
薙
巨
告
。
。
己
く
袈
㏄
2
『
＜
〔
ピ
●
m
〒
甘
習
累
↑
日
票
5
声
1
1

　
　
p
r
a
k
［
i
g
a
y
a
t
r
n
i
　
／
　
a
g
c
a
r
y
a
－
p
r
a
p
t
7
i
　
a
d
b
h
u
t
a
－
p
r
a
f
p
t
9
　
y
口
y
a
n
i
　
k
c
；
L
＝

　
　
S
y
a
p
a
　
y
a
d
　
y
口
y
a
p
a
　
s
a
r
p
d
h
閤
－
b
h
a
￥
i
t
a
n
i
　
t
a
t
h
a
g
a
t
a
s
y
a
　
n
a
　
g
a
k
n
u
＝

　
　
t
h
助
v
a
t
a
r
i
t
u
m
　
／
　
t
a
t
　
k
a
s
y
a
　
h
e
t
o
h
　
／
　
d
u
r
v
i
j
f
t
e
y
a
r
p
　
k
g
g
y
a
p
a

　
　
t
a
t
h
．
－
i
g
a
t
巴
n
a
m
　
a
r
h
a
t
a
r
p
　
s
a
m
y
a
k
s
a
r
p
b
u
d
d
h
5
n
g
r
p
　
s
a
！
p
d
h
．
－
x
－

　
　
b
h
；
a
噸
i
t
a
m
　
i
t
i
　
／
／

　
試
　
訳

　
　
そ
の
私
は
、
迦
葉
よ
、
同
l
味
の
法
を
知
っ
て
、
即
ち
（
そ
の
法
は
）
解
脱

　
　
味
で
、
寂
滅
味
で
、
浬
薬
を
終
局
と
し
、
常
に
寂
滅
し
、
同
l
の
位
の
も
の

　
　
で
、
空
間
に
遍
満
す
る
も
の
で
あ
る
と
（
知
二
、
か
ら
）
、
衆
生
た
ち
の
信
解

　

　

　

　

　
法
w
w
m
e
の
　
S
a
r
p
c
l
h
a
b
h
a
M
y
a
に
就
い
て
（
松
濤
）

　
　

を
見
守
り
つ
つ
、
　
急
に
は
一
切
知
者
（
L
仏
た
ち
）
の
智
を
明
ら
か
に
し
な

　
　
い
の

で

あ
る
。
迦
葉
よ
。
あ
な
た
た
ち
は
不
思
議
の
思
い
を
し
、
未
曾
有
の

　
　
思

い
を
し
て
い
る
。
そ
れ
は
あ
な
た
た
ち
が
如
来
の
ひ
〔
ピ
目
（
＝
蜀
－
三
＞
9
1
巴
吟
宇

　
　
を
理
解
す
る
こ
と
（
プ
、
a
t
［
L
r
i
t
u
≡
）
が
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
．
、
何
故
か
と

　
　
云

え
ば
、
迦
葉
よ
、
如
来
・
阿
羅
漢
・
正
覚
者
た
ち
の
㏄
智
目
（
三
勃
－
巨
声
ぽ
詳
p

　
　
は

知

り
難
い
か
ら
で
あ
る
、

什
訳
か

ら
必
要
の
個
所
だ
け
を
引
け
ば
、

　
大
正

九
・
1
九
o

　
　
汝
等
迦
葉
　
甚
為
希
有
　
能
知
如
来
　
随
宜
説
法
　
能
信
能
受
　
所
以
者

　
　
何
　
諸
仏
世
尊
　
随
宜
説
法
　
難
解
難
知
。
（
坂
本
二
七
二
⊥
二
以
下
参
照
）

法
訳
に

は

完
全
に
脱
ち
て
い
る
。

此
の

個
所
か
ら
は
、
羅
什
が
s
a
i
p
d
h
i
t
－
1
／
）
h
i
i
s
i
t
a
　
k
“
．
］
　
s
a
i
p
d
h
．
－
a
－
b
h
7
L
s
y
a
と

同
じ
に
見
て
い
る
と
云
う
こ
と
が
わ
か
る
以
外
、
別
に
新
ら
し
い
事
は
無
い
。

（原
文
中
、
仏
智
と
s
a
r
p
d
h
a
－
b
h
．
i
“
i
t
a
　
o
別
は
明
ら
か
で
あ
る
が
。
）

　
⇔
　
W
五
百
弟
子
受
記
品
。
ケ
ル
ン
本
一
九
九
頁
一
行
、
坂
本
中
九
二
頁
。

　
　

a
t
h
a
　
k
h
a
l
v
　
5
y
u
s
m
邸
n
　
p
口
r
r
p
o
　
n
i
a
i
t
r
E
H
t
y
a
r
p
i
－
p
u
t
r
o
　
1
．
）
h
a
g
a
v
a
t
o

　
　
’
n
t
i
k
a
d
　
i
d
a
m
　
e
v
a
r
p
－
r
a
p
a
n
i
　
u
p
a
f
y
a
－
k
a
u
g
a
l
y
a
－
j
i
i
a
n
a
－
d
a
r
g
a
n
a
r
p

　
　
s
a
i
p
d
h
a
－
b
h
a
．
s
i
t
a
－
n
i
r
d
°
g
a
i
p
　
g
r
u
t
v
t
A
t
i
t
｝
a
a
r
p
　
c
i
；
慧
－
§
ベ
一
二
皇
§

　
　

ぐ
y
E
k
a
r
a
r
p
i
．
r
p
　
S
r
u
t
v
e
m
5
r
p
　
c
a
　
p
U
r
v
a
－
y
o
g
q
a
－
p
r
a
t
i
s
a
r
p
y
u
k
t
a
r
p

　
　
k
a
t
l
i
l
u
p
　
g
r
u
t
v
6
n
）
i
u
p
　
c
a
　
b
］
i
a
g
a
v
a
t
o
　
v
1
；
＄
a
b
h
a
t
i
u
p
　
g
r
u
t
ぐ
E
t
g
c
a
r
y
a
－

　
　
弓
呂
巳
9
．
已
旨
巳
：
・
：
・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一
五



法
華
文
化
研
究
（
創
刊
号
）

　
試
　
訳

　
　
そ

こ
で
実
に
、
マ
イ
ト
ラ
ー
ヤ
ニ
ー
の
息
子
で
あ
る
尊
者
プ
ー
ル
ナ
は
、
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
尊
の
と
こ
ろ
で
、
此
の
上
述
の
よ
う
な
善
巧
方
便
と
智
見
と
の
あ
る
撃
己
－

　
　
△
】
る
ー
ゴ
｝
田
三
ρ
の
説
示
を
聞
い
て
、
ま
た
、
こ
れ
等
大
声
聞
た
ち
の
授
記

　
　
の

こ
と
を
聞
い
て
か
ら
、
ま
た
、
前
世
に
閲
す
る
説
話
を
聞
い
て
’
ま
た

　
　
更
に
、
世
尊
の
此
の
偉
大
さ
を
聞
い
て
、
不
思
議
の
思
い
に
達
し
た
。
さ

　
　
ら
に
…
…
…
。
（
＊
或
い
は
「
善
巧
方
便
の
智
見
」
と
訳
す
べ
き
か
決
定
し
が
た
い
。
）

　
什

訳
　
大
正

九
・
二
七
b

　
　
爾
時
富
楼
那
弥
多
羅
尼
子
　
従
仏
聞
是
智
巽
．
心
方
便
随
宜
説
法
　
又
聞
授
諸

　
　
大

弟
子
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
記
　
復
聞
宿
世
因
縁
之
事
　
復
聞
諸
仏
有

　
　
大

自
在
神
通
之
力
　
得
未
曾
有
云
云

　
法
訳
　
大

正

九
・
九
四
b

　
　
…
…
…
聞
下
仏
世
尊
敷
司
圃
吾
権
一
示
コ
現
方
便
一
授
二
声
聞
決
当
成
仏
道
一

　
　
追
刺
省
往
古
所
興
立
行
上
　
又
膳
二
如
来
諸
仏
境
界
一
　
得
未
曾
有
云
云

両
訳
と
も
原
文
に
忠
｛
”
V
v
　
s
；
u
p
d
h
7
I
－
l
）
h
r
l
＄
i
t
a
に
就
い
て
も
前
と
同
様
で
あ
る
。

　
⇔
　
X
法
師
品
。
ケ
ル
ン
本
二
三
三
頁
＝
行
、
坂
本
中
1
五
六
頁
。

　
　
t
a
t
　
k
a
s
y
a
　
h
e
t
o
h
　
／
　
p
a
r
a
n
i
a
－
s
a
n
i
d
h
i
－
b
h
7
L
＄
i
t
a
－
v
i
v
a
r
a
n
o
　
h
y

　
　
a
y
a
，
r
p
　
d
h
：
t
r
n
v
L
－
p
；
L
r
y
r
L
y
a
，
s
　
t
t
L
t
h
f
t
g
c
a
．
t
a
，
i
r
　
n
．
r
h
a
．
d
b
h
i
b
　
s
a
m
y
a
k
s
a
r
p
＝

　
　
b
u
d
d
h
a
i
r
　
d
h
a
r
m
a
－
n
i
g
［
t
d
h
a
，
－
s
t
h
，
－
a
n
n
，
；
i
L
k
h
y
7
i
t
a
i
p
　
b
o
d
h
ぎ
コ
ぐ
r
L
＝

　
　
n
7
n
l
i
　
i
n
a
h
r
t
s
a
t
t
v
i
n
r
u
p
　
p
a
r
i
n
i
￥
p
a
t
t
i
－
h
c
t
o
l
．
i
　
／

　
試
　
訳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

　
　
そ
れ
は
何
故
か
。
実
に
（
そ
の
中
に
）
最
高
の
。
。
智
昌
己
一
田
と
言
三
ρ
の
開
示

　
　
の

あ
る
此
の
法
門
は
、
如
来
・
阿
羅
漢
・
正
覚
者
た
ち
が
、
法
の
秘
密
の
事

　
　
象
で

あ
る
と
、
菩
薩
大
士
を
成
就
さ
せ
る
為
に
、
説
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
什
訳
　
大
正
九
・
1
1
1
　
l
　
o

　
　
所
以

者
何
　
一
切
菩
薩
阿
涛
多
羅
一
三
貌
三
菩
提
　
皆
属
此
経
　
此
経
開
力

　
　
便
門
　
示
真
実
相
　
是
法
華
経
蔵
　
深
固
幽
遠
　
無
人
能
到
　
今
仏
教
化

　
　
成
就
菩
薩
　
而
為
開
示
。

　
法
訳

　
大

正

九
・
一
〇
一
c

　
　
所
以

者
何
　
吾
前
巳
説
　
班
宣
此
言
　
仮
使
有
人
　
不
楽
斯
経
　
則
為
違

　
　
遠
　
於
諸
如
来
　
此
経
典
老
　
道
法
之
首
　
衆
慧
之
元
　
成
就
菩
薩
．
。

両
訳

と
も
丁
寧
に
意
訳
し
て
い
る
が
、
問
題
の
言
葉
は
什
訳
で
は
明
瞭
に
「
此

の

経
は

方
便
門
を
開
き
、
真
実
相
を
示
す
」
と
訳
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、

s

a
r
p
d
h
E
－
b
h
r
i
s
i
t
a
は
方
便
門
で
あ
る
t
］
法
訳
に
は
無
い
。

　
四
　
㎜
安
楽
行
品
、
ケ
ル
ン
本
二
八
八
頁
＝
t
、
坂
本
中
二
六
六
頁
。
仏
陀

が
文
殊
に

言

わ
れ
る
言
葉
に
、

　
　
e
v
l
u
l
l
　
c
t
L
l
l
e
l
l
a
　
c
i
t
t
l
p
T
n
　
u
t
l
）
．
r
r
a
d
f
l
．
y
i
t
：
L
v
y
；
1
1
1
1
　
／
　
n
l
l
l
．
h
r
L
－
d
l
l
s
l
）
r
i
L
j
f
l
：
L
－

　
　
噺
葺
凶
言
9
∋
つ
ξ
庁
言
、
剖
」
べ
雰
ら
碧
言
膓
．
3
自
、
芸
≧
鰹
巳
〉
、
辞
弓
。
。
2
㌣

　
　
d
h
9
－
b
h
7
i
t
｝
i
t
a
．
n
i
　
n
a
　
s
’
r
i
）
v
a
n
t
i
　
n
a
，
　
j
7
t
n
a
．
n
t
．
i
　
n
a
．
　
b
u
d
h
］
．
｝
r
a
n
t
o
　
n
a

　
　
p
；
c
c
h
a
n
t
i
　
n
a
　
g
r
a
．
d
d
a
．
d
l
）
a
．
n
t
i
　
n
t
L
d
h
i
m
u
c
y
a
n
t
c
　
／
　
k
i
i
p
　
c
f
t
p
y
　
e
t
e

　
　
s
a
t
t
v
7
L
　
i
i
n
a
r
p
　
d
h
a
T
’
i
n
a
，
－
p
a
r
y
i
L
y
a
，
n
l
　
n
a
v
a
．
t
a
r
a
i
i
t
i
　
i
i
f
L
　
b
u
d
h
y
a
n
t
e
　
／

　
　
．
I
P
i
　
t
t
i
　
k
h
a
k
i
　
p
u
n
f
r
　
a
h
a
n
i
…
…
…



　
試
　
訳

　
　
彼
は

ま
た
、
こ
の
よ
う
に
心
を
発
す
べ
き
で
あ
る
。
「
あ
あ
、
こ
れ
ら
大
悪

　
　
慧
の
生
の
衆
生
た
ち
は
、
如
来
の
善
．
巧
方
便
で
あ
る
s
t
L
n
i
d
h
7
L
－
b
h
7
i
s
i
t
a

　
　
を
聞
か
ず
、
知
ら
ず
、
覚
ら
ず
、
問
わ
ず
、
信
ぜ
ず
、
信
解
し
な
い
。
ま

　
　

た
、
こ
れ
ら
の
衆
生
は
此
の
法
門
（
1
1
法
華
経
）
を
理
解
し
な
い
し
、
覚
ら

　
　
な
い
、
し
か
し
、
そ
う
で
あ
っ
て
も
弐
に
私
に
、
…
…
…

　
什
訳
　
大
正
九
・
三
八
c

　
　
応
作
是
念

　
如
是
之
人

　
則
為
大
失
　
如
来
方
側
　
随
宜
．
説
．
法
　
不
聞
不

　
　
知

　
不
覚
不
問
　
不
信
不
解
。

法
訳
は

理
解

し
が
た
い
、
唯
だ
訳
中
に
「
善
権
方
便
演
真
諦
誼
」
の
文
を
見
出

す
。　

此
の

個
所
で

重
視
せ

ね
ば

な
ら
ぬ
事
は
’
法
華
経
文
中
に
、
善
巧
方
便
と

s

a
x
p
d
h
a
－
b
h
a
s
i
t
a
と
を
同
格
に
取
扱
っ
た
も
の
が
此
処
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

即

ち
、
此
の
解
釈
は
、
法
護
・
羅
什
両
師
の
解
釈
か
ら
生
じ
た
の
で
は
な
く
、

法
華
経
自
体
に
そ
の
考
え
が
存
在
す
る
事
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
然

る
に
ケ
ル
ン
の
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
T
o
　
b
e
　
s
u
r
e
，
　
t
h
e
y
　
a
r
o
　
g
r
o
a
t
l
y
　
p
e
r
v
e
r
t
e
d
　
i
n
　
i
n
i
n
d
，
　
t
h
o
s
e
　
b
e
－

　
　
i
n
g
s
　
w
h
o
　
d
o
　
n
o
t
　
h
e
a
r
，
　
n
o
r
　
p
o
r
c
e
i
v
e
，
　
n
o
r
　
u
n
d
c
r
s
t
a
n
d
　
t
h
e

　
　
s
k
i
l
f
u
l
n
e
s
s
　
a
n
d
　
t
h
e
　
m
y
s
t
e
r
y
　
o
f
　
t
h
e
　
T
a
t
h
a
g
a
t
a
，
　
w
h
o
　
d
o
　
n
o
t

　
　
i
n
q
u
i
r
e
　
f
o
r
　
i
t
，
　
n
（
’
｝
r
　
b
c
l
i
e
．
v
c
　
i
n
　
i
t
，
　
n
o
r
　
e
v
o
n
　
a
r
o
　
w
i
l
l
i
n
b
c
　
t
o

　
　
b
O
l
i
e
v
e
　
i
n
　
i
t
．

　
　
　
　

法
華
経
の

むn

ρ

壱
合
脳
こ
ご
P
蔓
ρ
に
就
い
て
（
松
濤
）

右
の
訳
は
u
p
a
y
a
k
a
u
g
－
，
　
l
y
a
－
v
　
s
a
i
p
d
h
Z
b
h
7
i
＄
i
t
a
を
そ
れ
ぞ
れ
別
の
も
の

と
見
て
い
る
が
、
原
文
に
o
祭
が
な
い
の
で
疑
問
が
生
ず
る
。

C
’
　
S
a
T
p
d
h
7
L
－
v
a
c
a
n
a

　

こ
の
語
は
法
華
経
中
た
だ
n
方
便
品
の
終
り
の
偏
文
の
中
に
見
え
る
だ
け
で

あ
る
。
ケ
ル
ン
本
五
九
頁
一
行
、
坂
本
上
＝
二
二
頁
。
舎
利
弗
に
対
す
る
世
尊

の

言
葉
と
し
て
、

　
　
l
a
j
j
i
g
u
c
i
　
y
e
　
c
t
L
　
b
h
a
v
5
、
u
　
s
a
t
t
v
a
l
⑭

　
　
　
　
s
a
i
p
p
r
a
s
t
h
i
t
E
　
u
t
t
a
．
n
i
a
i
n
　
a
g
r
a
－
b
o
d
h
i
n
i
t
　
／

　
　

ぐ
詠
巴
、
a
d
o
　
b
h
u
t
v
a
　
v
a
d
2
邑
富
ち
ヨ

　
　
　
　
ek
a
s
｝
r
a
　
y
習
n
a
s
y
a
　
a
n
a
n
t
a
－
v
a
r
i
］
I
i
n
　
／
／
　
1
4
3
　
／
／

　
　
o
t
r
t
－
d
r
g
i
　
d
e
欝
a
n
a
　
n
5
y
a
k
畠
n
剖
m

　
　
　
　
u
p
r
L
y
a
－
k
a
，
u
g
a
l
y
a
m
　
i
d
a
，
r
p
　
v
a
r
i
s
1
h
a
i
n
　
／

　
　
b
a
h
口
h
i
　
s
a
n
i
d
h
9
－
v
a
c
a
n
e
h
i
　
c
6
k
t
a
i
n

　
　
　
　
du
rl
）
o
dhya
m
　
e
t
a
n
i
　
h
i
　
a
g
i
k
葛
i
t
e
h
i
　
／
／
　
1
4
4
　
／
／

　
　
t
a
s
r
n
7
L
d
　
d
h
i
㏄
a
i
p
d
h
a
－
v
a
c
a
n
a
r
p
ぐ
昔
コ
巨
似

　
　
　
　
bu
dd
h
．
－
a
n
a
　
l
o
k
’
a
t
c
a
r
i
y
劃
r
p
a
　
t
．
－
a
y
i
n
r
L
m
　
／

　
　
j
a
h
i
t
v
a
　
k
a
f
i
k
；
　
5
r
p
ぐ
i
j
a
h
i
t
v
a
　
s
a
r
p
g
a
y
a
i
p

　
　
　
　
b
h
t
t
v
i
＄
y
a
t
h
a
　
b
u
d
c
l
h
a
　
j
a
n
c
’
t
h
a
　
h
a
r
窯
a
m
　
／
／
　
1
4
5
　
／
＼

　
試

訳

　
　
恥

を
知
り
、
清
浄
に
し
て
、
最
上
の
頂
菩
提
に
出
で
立
っ
た
衆
生
た
ち
に
、

　
　
私
は

（説
法

に
）
確
信
を
も
っ
て
、
一
乗
に
就
い
て
の
無
限
の
称
讃
を
述

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一
七



　
　
　
法
華
文
化
研
究
（
創
刊
号
）

　

べ
る
E
・
y
　
“
の
ワ
つ
・
り
。
　
（
一
四
三
）

　

こ
の
よ
う
な
、
導
師
た
ち
の
説
法
、
こ
れ
は
最
も
勝
れ
た
善
巧
方
便
で
あ

　
っ

て
、
t
f
o
く
（
｝
　
s
a
i
p
d
h
i
i
－
v
a
c
a
n
a
を
以
っ
て
述
べ
ら
れ
、
こ
れ
は
実
に

　
無
学
の

者
に

は

覚
り
に
く
い
も
の
で
あ
る
。
二
四
四
）

　
そ
れ
で
あ
る
か
ら
、
あ
な
た
方
は
実
に
、
世
間
の
師
で
あ
り
如
実
の
存
在

　
者
で
も
あ
る
諸
仏
の
ω
鳶
己
」
嵩
－
～
、
祭
・
p
】
ご
を
知
っ
て
か
ら
、
疑
惑
を
捨
て
’

　
疑
問

か

ら
離
れ
て
、
将
来
、
仏
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
喜
び
〔
を
起
し
〕
な

　
さ
い
。
二
四
五
）

什
訳

　
大
正

九
・
一
〇
b

　
　
　
有
下
漸
櫨
清
浄
　
　
志
コ
求
仏
道
一
者
上

　
　
　
当
下
為
二
如
レ
是
等
一
広
劇
讃
一
乗
道
▲

法

訳

舎
利
弗
当
レ
知

以
二
万
億
方
便
一

其
不
ユ
習
学
一
者

汝
等
既
已
知
二

随

宜
方

便
事
一

心
生
二
大
歓
亘
三

大
正
九
・
七
三
a

仮
使
有
人

聞
大
覚
乗

衆
猛
尊
導

諸
仏
法
如
レ
是

随
レ
宜
而
説
法

不
レ
能
レ
暁
司
了
此
一

諸
仏
世
之
師

無
二
復
諸
疑
惑
一

自
知
レ
当
レ
作
レ
仏

講無断
法量塊
如之清
是徳浄

発
心
志
願
　
来
尊
仏
道

諸
仏
聖
明
　
則
現
目
前

善
権
方

便
　
億
百
千
核

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

　
　
　
　
分
別
無
数
　
無
復
想
念
　
其
不
学
者
　
不
能
暁
了

　
　
　
　
由
是
之
故
　
了
正
真
言
　
正
覚
出
世
　
順
修
明
哲

　
　
　
　
断
諸
狐
疑
　
鰯
除
猶
象
　
能
志
欣
勇
　
成
至
仏
道

什
訳
は

前
の

通

り
で
あ
る
が
、
法
訳
は
こ
の
語
を
「
真
言
」
と
訳
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
仏
の
説
く
言
葉
の
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
方
便
品
の
　
「
真
法
」
の
訳

（
ケ
ル
ソ
三
四
頁
九
行
）
参
照
。

三
　
法
華
経
に
お
け
る
O
o
①
日
△
古
P
亘
冨
望
鎚

　

こ
の
探
究
で
得
た
最
も
大
き
な
成
果
は
’
B
．
四
安
楽
行
品
の
中
で
、
善
巧

方
便

と
コ
・
日
づ
（
芸
㌣
三
田
三
9
と
が
同
格
に
用
い
ら
れ
て
い
る
事
実
を
見
出
し
た

事
で

あ
る
。
こ
れ
で
、
法
華
経
作
者
の
問
題
の
語
に
対
す
る
真
意
が
見
極
め
ら

れ

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
此
の
事
実
に
よ
っ
て
法
護
は
方
便
品
の
始
め
に
於

い
て

・・

p
ロ

ズ
＝
田
－
三
ピ
翁
⑭
、
智
を
詳
し
く
説
き
、
羅
什
は
諸
所
に
於
い
て
原
文
に
無

い

方
便
の

語
を
追
加
し
て
訳
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
善
巧
方
便
の
説
法

は
、
説
か
れ
る
真
理
（
仏
の
覚
智
、
実
智
）
と
聞
き
手
で
あ
る
衆
生
の
理
解
力
等
と

の

に

ら
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
る
の
で
’
　
s
a
i
p
d
h
i
i
－
b
h
a
t
s
y
a
は
諸
要

素
間
の
和
解
・
和
睦
に
よ
う
説
法
の
言
葉
（
関
係
の
諸
事
実
を
に
ら
み
合
せ
て
の
説
法
）

の

意
味
で
、
詳
し
く
言
え
ば
一
，
仏
が
人
々
を
解
脱
さ
せ
る
為
に
説
く
、
種
々
な

事
情
に

順

応
し
た
説
法
」
と
云
う
こ
と
に
な
る
。
羅
什
の
好
ん
で
用
い
る
「
随

宜
の

説
法
」
も
此
の
意
味
に
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
（
羅
什
訳
に
あ
る
意
趣
と
意

も
こ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
仏
の
意
図
を
意
味
す
，
？
も
の
で
あ
ろ
う
。
）



　
ま
た
、
仏
の
真
智
は
覚
っ
た
時
に
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
法
華
の
立
場
で

は

仏

と
仏
と
の
み
談
り
合
う
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
極
言
す
れ
ば

法
華
経
の

中
1
2
－
h
o
　
s
a
r
p
d
h
r
L
－
b
h
r
L
＄
y
a
が
あ
っ
て
も
よ
い
し
（
此
の
意
味
で
W
五
百

弟
子
授
記
品
の
初
め
を
見
よ
。
）
、
法
華
経
の
殆
ん
ど
全
部
が
。
・
巳
】
己
［
萄
、
げ
プ
鍔
ぺ
祭
で
あ

る
と
も
言
い
得
よ
う
。

　
，
　
1
　
g
　
t
　
a
．
n
i
d
h
r
L
－
b
h
r
L
＄
y
a
が
間
違
っ
て
解
釈
さ
れ
る
一
つ
の
原
因
は
。
・
辞
日
、

（r

lhy
a
－
b
h
r
L
t
｝
y
a
と
の
混
同
に
あ
る
。
エ
ジ
ャ
ト
ン
は
そ
の
辞
書
の
中
で
、
こ
れ

等
は
一
つ
の
言
葉
で
あ
っ
て
、
。
。
但
目
合
〉
、
酬
は
誤
り
で
、
ω
ρ
ヨ
（
二
臼
閻
，
が
正
し
い

の

で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
私
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
仏
教
梵
語
の
世
界
で
は

言

葉
の
音
か
ら
見
て
此
の
二
つ
の
言
葉
は
全
く
別
で
’
到
底
混
同
し
得
な
い
も

の

で
あ
る
。
従
っ
て
、
。
・
ρ
白
匹
ゴ
看
－
が
誤
写
か
ら
生
じ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、

こ
れ
等
は
起
源
を
異
に
す
る
も
の
と
考
え
る
。
撃
暑
巳
這
甲
に
は
「
た
そ
が
れ
」

・

r祈
薦
の
時
」
等
の
意
味
が
あ
っ
て
、
そ
の
時
の
言
葉
と
し
て
s
a
r
p
d
h
y
E
－

げ
プ

習
き
が
「
密
語
」
・
「
謎
の
言
葉
」
の
意
味
に
取
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
と

に

か

く
’
　
s
a
r
p
d
h
y
a
－
は
密
教
関
係
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
ア

ー
プ
テ
の
辞
書
に
は
。
。
ρ
目
合
酌
－
に
も
「
た
そ
が
れ
」
の
意
味
が
あ
る
と
し
て

い

て
、
若
し
こ
れ
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
此
の
両
語
の
持
つ
同
じ
「
た
そ
が
れ
」

の

意
味
か
ら
混
同
が
生
じ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
は
な
お
、
ア
ー
プ

テ

の

辞
書
の
資
料
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
こ
れ
等
二
語

の

問
題
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
の
出
て
来
る
原
典
を
調
べ
’
年
代
を
も
考
究
す

　

　

　

　

法
華
経
の
ω
勾
暑
ム
プ
炉
三
旨
題
、
p
に
就
い
て
（
松
濤
）

る
必
要
が
あ
る
。
鶏
目
合
甲
は
古
く
、
。
。
ρ
日
（
芸
｝
、
P
は
新
ら
し
い
と
も
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
法
華
経
の
。
・
三
プ
ズ
ニ
旨
－
三
’
習
さ
〆
と
そ
れ
に
類
す
る
言
葉
は
、
原
典
に
，
も
そ
う

訳

す
根
拠
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
法
護
や
羅
什
両
師
に
な
ら
っ
て
訳
す
べ
き

で

あ
る
と
の
確
信
を
得
た
の
で
あ
る
が
、
若
し
こ
れ
を
別
の
意
味
に
訳
す
と
す

る
な
ら
ば
、
先
づ
両
師
の
訳
の
不
成
立
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
。

四

法
華
経
以

外
の
大
乗
経
典
に

お

け
る

S
a
i
p
d
h
a
b
h
a
＄
y
a

　
「
菩
薩
地
」
L
J
　
M
　
s
a
r
p
d
h
E
y
a
－
v
a
c
a
n
a
　
（
W
o
g
i
h
a
r
a
　
e
〔
l
，
　
p
．
　
5
6
－
5
，
　
p
．
　
1
0
8

－
2
4
）
－
v
　
s
a
r
p
d
h
a
y
a
－
b
h
－
a
＄
i
t
－
．
　
（
d
o
．
　
p
．
　
1
7
4
－
1
5
）
と
が
あ
っ
て
、
問
題
の
ω
製
目
、

dh
E
－
b
h
i
s
y
a
と
同
意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
五
五
頁
二
四
行
に
菩
薩

の

こ
と
を
述
べ
て
、

　
　
s
a
　
e
v
a
r
p
　
v
a
g
i
t
a
－
p
r
a
p
t
a
h
　
s
a
r
v
a
－
s
a
t
t
v
a
t
a
g
　
c
a
　
g
r
e
s
t
h
o
　
b
h
a
v
a
t
i

　
　
n
i
r
u
t
t
a
r
a
b
．
　
e
v
a
r
p
　
c
－
．
　
s
a
r
v
a
t
r
a
－
v
a
g
i
n
a
s
　
t
a
s
y
a
　
b
o
d
h
i
s
a
t
t
v
a
s
y
a

　
　
u
t
t
a
m
；
i
h
　
p
a
f
i
c
’
a
n
u
g
a
r
p
s
a
　
v
e
d
i
t
a
v
y
E
h
．
　
p
a
r
a
m
5
r
p
　
c
i
t
t
a
－
S
．
－
i
n
t
i
m

　
　
a
，
n
u
p
r
E
p
t
o
　
b
h
a
v
a
t
i
　
v
i
h
7
i
r
a
－
p
r
－
，
　
g
7
t
n
t
a
t
－
，
　
y
r
L
　
n
a
　
k
l
e
g
a
－
p
r
a
g
E
n
t
－
，
　
－

　
　
t
a
y
5
．
　
s
a
r
く
a
－
v
i
d
y
7
i
－
s
t
h
7
i
n
e
＄
u
　
c
a
A
s
y
a
v
y
巴
h
a
t
a
r
p
　
p
a
r
i
g
u
d
d
h
a
r
p

　
　
p
a
r
y
a
v
a
d
；
x
t
a
r
p
　
j
f
i
a
n
a
－
d
a
，
r
g
a
n
a
i
p
　
p
r
a
v
a
r
t
a
t
e
．
　
a
l
〈
h
i
n
n
a
g
　
c
a
　
b
h
a
＝

　
　

v
a
t
i
　
s
a
t
t
v
剖
n
5
m
　
a
r
t
h
e
　
g
．
a
T
p
s
7
i
r
a
－
s
a
r
r
i
g
．
；
t
y
副
゜
古
暮
古
則
σ
q
ρ
薮
コ
倒
目
o
p

　
　
s
a
r
v
a
－
s
a
i
？
t
d
h
a
y
a
－
v
a
c
a
n
a
n
＊
　
f
L
n
u
p
r
a
v
i
g
a
t
i
．
　
（
　
＊
　
－
v
a
c
a
n
a
n
　
1
，
ー
、
勾
。
ρ
】
一
曾
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九



　

　

　

　
　
法
華
文
化
研
究
（
創
刊
号
）

　

　

伸

当
巳
↑
パ
「
マ
匡
゜
陪
違
伴
勘
ぶ
゜
）

　

試
　
訳

　
　
彼
は
、
そ
の
よ
う
に
自
在
を
得
、
す
べ
て
の
衆
生
よ
り
勝
れ
て
、
無
上
で

　
　
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
す
べ
て
の
事
柄
に
自
在
を
得
た
菩
薩
に
は
最

　
　
高
の
五
つ
の
功
徳
が
あ
る
の
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
彼
は
煩
悩
の
寂
静
に

　
　
よ
ら
ず
に
、
僧
院
の
（
或
い
は
安
住
の
）
寂
静
に
よ
っ
て
最
高
の
心
の
寂
静
を

　
　
得
て

い

る
。
ま
た
、
す
べ
て
の
智
（
v
i
d
y
a
）
の
問
題
に
於
て
も
、
彼
れ
の

　
　
碍

り
な
く
、
清
浄
で
、
潔
白
な
智
見
が
活
動
し
、
ま
た
、
衆
生
た
ち
の
た

　
　
め
に
輪
廻
を
め
ぐ
っ
て
疲
れ
ず
、
如
来
の
す
べ
て
の
。
。
智
目
巳
冨
ぴ
・
P
≦
。
㌣

　
　
1
1
　
c
l
　
（
宜
し
き
を
得
て
の
言
葉
）
を
理
解
す
る
。

ま
た
、
同
書
一
〇
八
頁
二
三
行
に
、

　
　
a
r
t
h
a
m
　
p
r
a
t
i
s
a
r
a
n
＊
　
b
o
d
h
i
s
．
a
，
t
t
v
o
　
n
a
　
v
y
a
f
i
j
a
n
a
r
p
　
b
u
d
d
h
a
n
a
n
i

　
　
b
h
a
g
a
v
a
t
a
r
p
　
s
a
，
r
v
a
－
s
a
n
i
d
h
a
t
y
a
－
v
a
c
a
n
a
n
y
　
a
n
u
p
r
a
v
i
g
a
t
i
．

　
　
（
＊
p
r
［
L
t
i
s
E
L
I
’
I
L
I
I
I
　
7
．
t
p
　
l
）
r
l
．
L
t
i
s
E
L
r
a
l
l
　
t
i
i
’
I
i
E
．
　
p
r
．
　
p
t
．
，
　
N
．
，
　
s
g
．
）

　
試
　
訳

　
　
菩
薩
は
文
字
で
は
な
し
に
、
意
味
を
求
め
つ
つ
、
諸
仏
世
尊
の
す
べ
て
の

　
　
s
a
，
r
p
d
h
a
y
a
－
v
a
c
a
n
a
　
（
ト
6
t
r
o
し
－
l
u
を
得
て
の
言
葉
）
を
理
解
す
る
。

ま
た
、
恕
目
合
日
ぺ
木
〒
三
酌
巴
古
二
は
、
同
書
一
七
四
頁
一
一
行
以
下
に
、

　
　
b
h
a
v
a
t
＝
〈
h
a
l
u
　
b
o
d
h
i
s
a
，
t
t
v
a
s
y
t
t
　
g
a
i
p
b
h
i
r
7
i
r
p
i
　
p
a
r
a
．
i
n
a
－
g
t
u
p
b
h
i
＝

　
　
r
5
i
）
i
　
s
t
l
i
a
n
E
n
i
　
g
r
u
t
v
：
　
c
e
t
a
s
o
　
’
n
a
d
h
i
m
o
k
s
a
h
．
　
t
a
t
r
a
　
g
r
a
f
d
d
h
e
n
a
＝

　
　
g
a
t
h
e
n
a
　
b
o
d
h
i
s
a
t
t
v
e
n
Φ
d
a
r
p
　
p
r
a
t
i
　
s
a
n
i
S
i
k
s
i
t
a
v
y
a
n
i
．
　
n
a
　
n
i
e

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

　
　
p
r
a
t
i
r
a
p
a
r
p
　
s
y
a
d
　
a
n
d
h
a
s
y
a
c
a
k
＄
u
s
m
a
t
a
s
　
t
a
t
h
a
g
a
t
a
－
c
a
l
〈
s
u
s
a
“
／
＝
＝

　
　
v
a
n
u
く
y
a
v
a
h
a
r
a
t
a
s
　
t
a
t
h
a
g
a
t
a
－
s
a
r
p
d
h
a
y
a
－
b
h
a
s
i
t
a
目
　
p
r
a
t
i
k
s
e
＝

　
　

P
t
U
l
l
l
　
i
t
i
．

　

試
　
訳

　
　
実
に
、
深
遠
で
、
極
く
深
遠
で
あ
る
問
題
（
或
い
は
事
柄
、
s
t
h
．
i
　
n
a
）
を
聞
い

　
　

て
、
菩
薩
が
心
に
信
解
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
信
が
あ
っ
て

　
　
偽
り
の
な
い
菩
薩
は
此
の
事
に
就
い
て
、
こ
う
学
び
取
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　

r
盲
目
で
、
眼
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
た
だ
如
来
の
眼
に
よ
っ
て
従
順
に
行

　
　
動

し
つ
つ
あ
る
私
に
と
っ
て
、
如
来
の
宜
し
き
に
従
っ
て
述
べ
ら
れ
た
言

　
　
葉
を
（
s
a
i
p
d
h
a
y
a
－
b
h
E
－
t
t
i
i
t
a
m
）
捨
て
る
こ
と
は
適
さ
わ
し
く
な
い
」
と
。

菩
薩
地
に

あ
る
此
の
1
1
つ
の
語
は
0
2
9
己
の
形
を
そ
の
ま
ま
合
成
語
に
用
い

た

の

で

あ
る
が
、
漢
訳
に
は
荻
原
本
の
索
引
に
よ
れ
ば
「
密
音
三
口
」
或
い
は

「
密
意
語
言
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

　

r入
拐
伽
経
」
（
南
条
本
二
三
六
頁
一
五
行
）
に
s
a
i
p
d
h
y
．
N
－
b
h
a
t
｝
y
a
　
（
｛
）
語
が
あ

る
が
、
　
こ
れ
は
前
後
の
関
係
か
ら
見
て
、
s
a
r
p
d
h
a
－
　
Q
誤
写
で
あ
る
こ
と
が

明
瞭
で
あ
る
が
、
こ
の
誤
写
が
何
時
ど
う
云
う
原
因
で
起
っ
た
か
は
こ
れ
だ
け

で
は

判
断

し
難
い
。
そ
れ
に
は
写
本
の
比
較
研
究
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
此
の
南

条
本
の

原
文
を
訂
正
し
訳
し
て
み
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
。
。
已
≦
日
（
二
つ
≦
噺
日
〆
c
〔
；
i
a
h
c
n
a
m
a
t
e
　
s
a
n
i
a
d
h
E
r
a
i
）
．
a
．
n
i
　
k
a
l
p
a
－
s
t
h
i
t
a

　
　
a
p
i
　
t
u
l
y
，
a
m
．
－
a
i
i
i
t
　
n
a
　
h
’
i
y
a
i
i
t
e
　
n
a
　
v
a
r
d
h
a
n
t
e
　
／
　
t
a
t
　
l
〈
a
t
h
a
r
p
　
b
d
l
a
i
l
J

　
　
k
s
a
i
．
i
i
k
a
r
t
h
o
　
v
i
k
a
l
p
y
a
t
a
　
a
d
h
y
a
t
n
i
i
k
a
－
b
a
t
h
y
a
f
n
a
r
p
　
s
a
r
v
a
－
d
h
a
r
＝



　
　
m
d
ロ
c
H
a
m
　
a
s
a
r
p
d
h
E
－
b
h
E
s
y
a
－
k
u
S
a
，
l
a
，
i
h
　
／

　
試
　
訳

　
　
金

と
金
剛
と
は
、
大
慧
よ
、
等
し
く
保
存
さ
れ
て
一
劫
の
間
存
在
し
て
も
、

　
　
計
量

さ
れ
れ
ば
減
り
も
せ
ず
、
増
し
も
し
な
い
。
そ
れ
で
あ
る
の
に
、
ど

　
　
う
し
て
、
方
便
説
法
に
精
通
し
な
い
凡
夫
た
ち
は
、
内
外
の
諸
法
に
就
い

　
　
て

刹
那
滅
の
意
味
を
妄
分
別
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
同
経
、
求
那
賊
陀
羅
訳
（
大
正
＋
六
・
五
一
二
b
）
に
は

　
　
如
金
金
剛
、
雄
経
劫
数
称
量
不
減
。
云
何
凡
夫
不
レ
善
二
於
我
隠
覆
之
説
↓

　
　
於
言
内
外
一
切
法
一
作
二
刹
那
想
↓

　
同
経
、
菩
提
流
支
訳
（
大
正
＋
六
．
五
五
九
c
）

　
　
大
慧
。
（
金
）
金
剛
住
於
一
劫
。
称
量
等
住
不
増
不
減
。
大
慧
。
云
何
愚
痴

　
　
凡
夫
分
司
別
諸
法
一
言
二
刹
那
不
住
↓
　
而
諸
凡
夫
不
得
我
意
。
　
不
レ
覚
昌
不
レ

　
　
知
ヨ
内
外
諸
法
念
念
不
住
↓

　
ま
た
「
月
灯
三
昧
経
」
に
は
次
の
文
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
s
t
l
t
r
a
－
d
h
g
r
a
i
］
a
＝

n
u
⑳
a
l
p
s
7
1
品
（
V
a
i
d
y
a
本
、
一
九
五
頁
）
に
、

　
　
m
a
h
a
f
’
b
h
i
j
f
i
a
－
p
a
r
i
k
a
r
n
i
a
　
a
v
i
ぐ
a
d
c
n
i
i
　
d
e
g
i
t
a
n
i
　
／

　
　
v
i
v
a
d
e
　
y
a
s
　
t
u
　
c
a
r
a
t
i
　
s
6
d
g
r
h
r
p
a
n
　
n
a
v
i
m
u
c
y
a
t
e
　
／
／
　
1
　
／
／

　
　
a
b
h
i
j
f
i
7
i
　
t
a
s
y
a
　
s
a
　
p
r
a
j
f
i
．
－
a
　
b
a
u
d
d
h
a
，
n
i
　
j
i
i
i
t
n
a
t
n
　
a
c
i
n
t
i
y
a
i
n
　
／

　
　
u
d
g
i
，
a
h
e
　
y
a
h
　
s
t
h
i
t
o
　
b
h
o
t
i
　
j
i
i
t
r
t
n
a
！
p
　
t
a
s
y
a
＝
a
　
v
i
d
y
a
t
o
　
／
／
　
2
　
／
／

　
　
b
a
h
a
v
o
　
’
c
i
n
t
i
y
l
L
　
d
h
a
r
i
n
r
L
　
y
e
　
g
a
b
d
e
n
a
　
p
r
a
k
i
t
g
i
t
巴
h
　
／

　
　
y
a
s
　
t
a
t
r
a
　
n
i
v
i
g
c
c
　
c
．
h
a
b
d
e
　
s
a
n
i
d
h
，
“
a
－
b
h
；
i
t
’
y
a
，
．
n
i
　
n
a
　
j
i
L
n
a
t
i
　
／
／
　
3
　
／
／

　
　
　
　

法
華
経
の
ω
ρ
目
巳
呂
ご
】
筋
3
、
ρ
に
就
い
て
（
松
濤
）

　
s
a
r
p
d
h
a
－
b
h
r
L
＄
．
y
a
i
n
　
a
j
a
t
n
a
n
a
l
．
i
　
k
i
r
p
　
s
a
r
p
d
h
E
y
a
　
t
u
　
b
h
a
s
i
t
a
m
　
／

　
a
d
h
a
，
r
i
n
a
｝
p
　
b
h
a
胡
a
t
e
　
d
h
a
r
i
n
a
i
p
　
d
h
a
，
r
n
i
a
t
a
y
a
n
i
　
a
g
i
k
O
i
t
a
h
　
／
／
　
4
　
／
／

　
l
o
k
a
〔
l
h
7
L
t
u
－
s
a
h
a
，
s
r
e
s
u
　
y
e
　
n
i
a
y
E
　
s
i
t
t
r
a
　
b
h
E
＄
i
t
a
b
　
／

　
1
1
　
i
L
　
l
l
a
－
ぐ
y
a
i
i
j
a
．
n
a
　
e
k
t
u
’
t
h
a
　
n
a
　
g
a
5
r
a
r
p
　
P
E
L
r
i
k
i
r
t
i
t
u
m
　
／
／
　
5
　
／
／

　
e
k
a
r
p
　
p
a
d
t
L
r
t
h
a
T
p
　
c
i
n
t
e
t
v
a
　
s
a
r
v
e
　
t
e
　
b
h
o
n
t
i
　
b
h
；
i
ぐ
詳
習
＼

　
y
r
L
v
a
n
t
a
h
　
s
f
t
r
v
a
－
b
u
d
d
h
e
h
i
　
）
a
h
u
－
d
h
a
r
m
a
b
　
p
r
a
l
｛
；
a
g
i
t
a
h
　
／
／
　
6
　
／
／

　
n
a
i
r
i
L
t
i
n
y
a
r
p
　
s
a
r
v
a
－
d
h
a
r
n
i
［
i
n
a
r
p
　
y
e
　
n
a
r
a
　
a
r
t
h
a
－
1
〈
o
ぐ
i
d
a
b
　
／

　
a
s
n
i
i
n
　
p
a
d
e
　
t
u
　
g
i
k
s
i
t
v
a
　
b
u
d
d
h
a
－
d
h
a
r
m
d
　
n
a
　
d
u
r
l
a
b
h
7
x
h
　
／
／
　
7
　
／
／

試
　
訳

　
一
、
大
神
通
の
修
行
は
論
争
な
き
者
に
よ
っ
て
説
か
れ
、
論
争
を
行
ず
る

　
　
　

も
の
は
貧
著
し
て
解
脱
し
な
い
。

　

二
、
彼
に
は
神
通
・
智
慧
・
仏
智
は
思
議
の
対
象
で
は
な
く
、
負
著
に
住

　
　
　
す
る
も
の
に
は
智
は
無
い
。

　
三
、
多
く
の
不
可
思
議
な
法
が
言
説
に
よ
っ
て
明
か
さ
れ
た
が
、
そ
の
言

　
　
　
葉
に
執
着
す
る
も
の
は
s
a
l
p
d
h
a
－
b
h
a
＄
y
E
L
を
理
解
し
な
い
の
で
あ

　
　
　
る
。

　
四
、
竺
ヨ
⌒
ご
ロ
ー
三
筋
逐
〔
グ
が
何
を
和
会
し
て
（
ξ
乞
言
さ
）
説
か
れ
た
か

　
　
　

を
知
っ
て
い
な
い
も
の
は
、
法
性
を
学
ば
ず
、
非
法
を
法
と
云
う
。

　
五
、
幾
千
の
世
界
で
、
私
が
経
中
に
説
い
た
、
文
字
を
異
に
す
る
一
義
は

　
　
　

称
讃
し
つ
く
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

　

六
、
す
べ
て
の
仏
た
ち
が
説
い
た
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
多
く
の
法
は
、
一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
二
一



　
　
　
　
法
華
文
化
研
究
（
創
刊
号
）

　
　
　
　
句
義

を
思
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
す
べ
て
修
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
七
、
　
一
切
法
の
無
我
、
こ
の
句
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
意
義
に
精
通
す

　
　
　
　

る
人
々
に
は
仏
の
法
は
得
が
た
く
は
な
い
。

月
灯
三
昧
経
、
那
連
提
耶
舎
（
尊
称
）
訳
（
大
正
一
五
・
五
九
一
a
）

神

通
本
勝
業

蹄
果
修
諸
行

所
言

神
通
者

若
住
取
着
者

不
思
議
諸
法

若

執
於
音
声

不
暁
方
便
教

非
法
説
為
法

顕
示
無
果
報

取
我
想
不
除

仏
智
不
思
議

彼
人
無
智
慧

音
声
而
顕
示

不
達
方
便
説

靡
知
方
便
説

於
法
寧
覚
了

ま
た
同
品
の
一
九
七
頁

　
　
p
r
a
t
i
）
h
a
s
6
p
a
r
n
－
a
　
d
h
a
r
m
5
　
y
a
i
r
　
h
i
　
j
f
i
a
t
i
i
h
　
s
v
a
b
h
a
v
a
t
a
h
　
／

　
　
n
：
l
v
a
　
t
°
r
a
p
a
－
k
a
y
e
n
a
　
p
a
g
y
a
n
t
e
　
b
u
d
d
h
a
－
ぐ
i
g
r
a
，
h
a
r
n
　
／
＼
　
3
0
　
／
／

　
　
a
v
i
σ
q
r
a
h
o
　
h
y
　
a
y
a
r
p
　
d
h
a
r
m
o
　
n
a
t
r
a
　
k
a
g
　
c
a
n
a
　
／

　
　
a
v
i
g
r
a
h
a
g
　
c
a
　
y
o
　
d
h
a
r
m
a
　
e
s
a
　
b
u
d
d
h
a
s
y
a
　
v
i
σ
q
r
a
h
a
　
／
／
　
3
1
　
／
／

　
　
d
h
a
r
m
a
－
k
a
y
e
n
a
　
p
a
S
y
a
n
t
i
　
y
e
　
t
e
　
p
a
い
y
a
n
t
i
　
n
a
y
a
k
a
m
　
／

　
　
d
h
a
n
n
a
k
E
y
l
j
　
h
i
　
s
a
r
p
b
u
d
d
h
7
z
　
e
t
a
t
　
s
a
r
p
ピ
u
d
d
h
a
－
d
－
，
　
r
g
a
n
a
m
　
／
／
　
3
2
／
／

　
　
p
r
a
t
i
t
y
a
　
p
r
a
t
i
n
i
r
d
i
s
r
a
　
a
p
r
a
t
i
　
p
r
a
t
i
d
e
S
i
t
i
L
h
　
／

　
　
i
m
a
i
p
　
g
a
t
i
r
p
　
v
i
j
a
n
i
t
a
　
g
r
f
i
m
a
r
p
y
e
n
a
　
h
i
　
y
e
　
’
r
t
h
i
k
i
i
h
　
／
／
　
3
3
　
／
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
ニ

　
　
ヱ
）
品
℃
巳
夕
】
）
笥
冥
二
二
『
（
三
口
・
。
m
雰
言
習
罰
目
●
9
1
芝
9
認
〔
受
辞
∋
＼

　
　
y
o
　
s
a
T
p
d
h
：
b
h
7
L
s
y
6
t
t
a
r
：
L
t
e
　
n
a
　
s
c
）
　
k
e
n
a
　
v
i
h
a
n
y
c
z
t
e
　
／
／
　
3
4
　
／
／

　
　
y
a
s
y
a
　
b
h
o
t
i
　
m
a
y
i
i
　
p
r
7
L
p
t
r
a
m
　
a
p
r
F
i
p
t
a
i
p
　
t
e
n
a
　
c
6
c
y
a
t
o
　
／

　
　
y
e
n
，
’
L
　
g
r
r
L
l
l
l
．
1
1
］
y
．
”
1
，
1
1
1
　
a
p
r
i
t
l
）
t
？
L
l
p
　
t
e
n
a
　
g
l
’
a
，
n
l
l
L
t
］
a
　
1
1
C
y
．
l
t
e
　
／
／
　
3
5
　
／
／

　
試
　
訳

　
　
三
〇
、
諸
法
は
自
性
か
ら
「
影
」
に
等
し
い
も
の
で
あ
る
と
知
る
人
々
は
、

　
　
　
　
　
色
身

を
も
っ
て
仏
身
を
見
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
1
1
二
、
こ
の
法
↑
仏
身
）
は
無
体
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は
体
と
云
う
も
の

　
　
　
　
　
は

何

も
な
い
。
無
体
で
あ
る
法
、
こ
れ
が
仏
の
体
で
あ
る
。

　
　
三

二
、
法
身
を
も
っ
て
見
る
人
々
は
導
師
を
見
る
の
で
あ
る
。
正
覚
者
は

　
　
　
　
　
法
身
で

あ
る
。
こ
れ
が
正
覚
者
を
見
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
三
三
、
（
正
覚
者
の
こ
と
は
）
観
対
し
て
説
か
れ
（
ま
た
）
観
対
せ
ず
し
X
J
　
（
a
p
r
a
t
i
）

　
　
　
　
　
説
か
れ

る
。
沙
門
道
を
求
め
る
も
の
は
こ
の
道
理
（
・
・
勾
三
を
知
る

　
　
　
　
　
べ
き
で
あ
る
。

　
　
三
四
、
衆
生
た
ち
の
意
楽
を
知
っ
て
、
得
と
非
得
が
説
か
れ
、
。
。
p
目
〔
亨
翠

　
　
　
　
　
三
蜀
3
、
製
を
理
解
す
る
者
は
、
誰
れ
（
或
は
、
何
）
に
も
打
負
か
さ
れ

　
　
　
　
　
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
三

五
、
　
「
私
は
得
た
」
と
思
う
も
の
は
「
そ
の
人
は
得
な
い
」
と
云
わ
れ
、

　
　
　
　
　
沙
門
道
が
得
ら
れ
て
な
い
の
で
、
沙
門
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

右
漢
訳
は

（大
正
十
五
・
五
九
二
c
）

　
　
若
知
諸
法
性
　
　

猶
若
諸
影
像



　
　
　
　
　
　
　

始

め
　
　
　
　
　
　
　
後
に
は
「
秘
密
教
」
と
訳
し
て

　
　
　

後
者
は
玄
奨
の
「
密
意
語
」
と
同
意
義
に
み
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
マ
ッ
ク
ス
ミ
ュ
ラ
ー
の
「
ぐ
a
j
r
a
．
c
c
h
e
d
i
k
？
i
金
剛
般
若
」
（
二
三
頁
）
に
は

　
　
n
a
　
k
h
a
l
u
　
p
u
n
a
b
　
s
u
b
h
i
f
i
t
e
　
l
）
o
d
h
i
s
a
t
t
v
e
n
a
　
m
a
h
5
s
a
t
t
v
e
n
a

　
　
d
h
a
r
r
n
a
　
u
d
g
r
a
h
i
t
a
v
y
o
　
n
a
d
l
i
a
r
n
i
a
b
　
／
　
t
a
s
n
i
c
t
（
二
苫
白
古
〔
邑
酌
σ
。
〒

　
　
t
e
l
l
a
s
a
T
p
d
h
E
y
a
－
v
a
g
　
b
h
7
L
s
．
　
i
t
i
L
　
／
　
k
o
1
6
p
a
m
a
i
p
　
d
h
a
r
m
f
　
p
a
r
y
a
y
a
m

　
　
i
L
j
．
H
a
n
a
d
b
h
i
r
　
d
h
a
r
m
E
　
e
v
a
　
p
r
a
h
a
t
a
v
y
［
L
h
　
p
r
7
L
g
　
e
v
a
d
h
a
r
m
E
　
i
t
i
　
／

　
脚
注
に

よ
れ
ば
、
同
博
士
の
用
い
た
両
写
本
と
も
誤
写
が
あ
っ
て
玄
　
訳
に

よ
っ
て
訂
正
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
x
y
　
s
a
r
p
d
h
a
y
a
　
v
l
）
g
と
切
っ
て
い
る

が
、
巴
目
巳
萄
ぺ
学
く
讃
と
す
る
方
が
よ
い
と
考
え
て
訂
正
し
て
お
い
た
。

　
　
　
　
法
華
経
の
ω
p
ヨ
匹
プ
呼
三
曇
蔓
当
に
就
い
て
（
松
濤
）

　

終
不
以

色
身

　

諸
法
無
形
相

　

如

是
無

形
法

　

若
人
見
法
身

　

法

身
即
正
覚

　
　
不
得
而
示
レ
得

　

若
欲
求
沙
門

　

我
已
説
真
行

　

若
入
呂
秘
密
教
一

　

若
謂
‘
所
証
得
一

　
　
此
不
レ
得
二
道
果
一

尊
称
は

こ
こ
で
、

い
る
が
、

得
貌
於
真
仏

求
状
不
可
得

即
是
仏
法
身

是
名
レ
a
g
　
1
1
導
師
一

如
是
名
見
仏

不
得
而
説
レ
得

応
当
知
此
迫

知
呂
衆
生
楽
欲
一

彼
便
無
ユ
執
着
一

彼
便
無
レ
所
レ
克

故
名
工
非
沙
門
一

　
現
存
の
金
剛
般
若
の
漢
訳
七
本
中
、
羅
什
は
「
如
来
常
説
」
（
大
正
八
・
七
四
九
b

1
O
）
・
菩
提
流
支
も
「
如
来
常
説
（
同
七
三
一
i
l
p
－
H
r
i
）
　
・
同
別
訳
に
は
「
如
未
説
」

（
同
七
五
八
a
四
）
　
’
真
諦
も
一
如
采
説
」
（
同
七
六
二
c
＋
口
）
・
笈
多
訳
は
訳
文
不
明

（
同
七
六
七
・
二
）
で
あ
っ
て
、
た
だ
義
浄
の
訳
に
は
「
如
来
密
意
　
宣
説
筏
喩
法

門
」
（
同
七
七
二
b
二
〇
）
と
あ
り
、
玄
英
の
大
般
若
六
百
巻
中
筒
七
’
九
八
〇
c
）
に

も
「
是
故
如
来
密
意
而
説
筏
喩
法
門
」
と
あ
る
。
恐
ら
く
は
玄
奨
・
義
浄
と
も

に

原
本
中
に
8
目
〔
三
麟
．
o
乏
ぶ
の
語
を
見
た
の
で
あ
ろ
う
。

五
　
結

三△㌧

貢1田

　
以
上
の
資
料
を

整
理
し
て
結
論
を
出
す
と
次
の
様
に
な
る
。
玄
英
は
一
貫
し

て

「
密
意
言
（
説
）
」
と
訳
し
、
義
浄
に
は
「
密
意
」
の
訳
が
あ
る
。
尊
称
は
「
方

便
」
と
も
訳
し
、
r
秘
密
教
」
と
も
訳
す
。
彼
等
よ
り
以
前
の
求
那
践
陀
羅
は

r隠
覆
之
説
」
と
訳
し
、
菩
提
流
支
は
意
訳
か
「
意
」
の
字
を
、
法
華
経
論
の

中
に
は
竺
法
護
・
羅
什
と
同
じ
く
「
随
宜
」
の
訳
語
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
整
理
す
る
と
尊
称
の
一
訳
は
竺
法
護
・
羅
什
と
大
体
等
し
く
て
問
題
は
な
い
。

然

る
に
玄
奨
・
義
浄
の
「
密
意
」
等
は
尊
称
の
一
訳
「
秘
密
教
」
と
等
し
く
、

求
那
践
陀
羅
の
「
隠
覆
之
説
」
も
こ
れ
に
類
す
る
。
菩
提
流
支
の
「
意
」
の
訳

は

妙
法
華
中
（
方
便
贔
、
ケ
ル
ン
杢
一
西
頁
九
行
）
羅
什
が
「
意
」
を
も
っ
て
意
訳
し

　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
む

て

い

る
の
と
同
じ
で
あ
る

　
次
に

そ
れ
ぞ
れ
の
訳
語
の
意
味
を
推
求
し
て
み
る
と
、
先
づ
玄
英
等
の
「
密

意
」
の
「
密
」
は
秘
と
同
じ
で
「
ひ
め
る
」
・
「
人
に
隠
し
て
か
た
ら
な
い
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



　
　
　
　
法
華
文
化
研
究
（
創
刊
号
）

意

味
で
、
「
密
意
」
は
「
意
を
秘
め
た
言
葉
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
、
こ
の
意
味

で
、
「
秘
密
教
」
は
「
秘
密
を
説
く
教
」
で
は
な
く
て
e
．
r
（
意
を
）
ひ
め
た
教
」

で
、
「
隠
覆
之
説
」
も
「
（
意
を
）
隠
覆
し
た
教
」
と
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

と
こ
ろ
が
語
原
。
。
3
吉
＼
巳
け
似
に
は
「
秘
め
る
」
、
r
隠
す
」
の
意
味
は
無
い
の

で

あ
る
か
ら
、
こ
の
「
ひ
め
る
」
意
味
は
他
の
関
係
か
ら
来
て
い
る
の
で
あ
る

と
見
る
よ
り
ほ
か
は
な
い
。

　

こ
こ
で
「
意
」
の
意
味
を
辞
典
で
調
べ
て
み
る
と
意
味
内
容
の
意
味
は
な
く

て
、
　
一
，
こ
こ
ろ
ば
せ
」
　
「
か
ん
が
え
」
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
名
詞
曽
目
巳
罰

に

あ
る
意
図
の
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
に
依
る
と
、
た
と
え
ば
玄
　
の
「
密
意
言

説
」
は
「
本
当
の
意
味
を
ひ
そ
め
か
く
し
て
説
か
な
い
言
葉
」
の
意
味
で
は
な

く
て
、
「
意
図
を
か
く
し
て
説
く
言
葉
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
・
・
〔
5
己
冨
三
口
蔓
智

は

直
訳
す
れ
ば
’
　
s
a
i
p
d
h
a
を
「
意
図
」
の
意
味
で
説
く
な
ら
ば
、
「
意
図
の

言
葉
」
・
「
意
図
に
よ
る
言
葉
」
、
　
s
a
i
p
d
h
5
y
a
－
b
h
E
－
L
s
y
a
な
ら
ば
　
「
意
図
し
て

の

言
葉
」
の
意
味
で
、
こ
れ
に
は
「
意
図
を
か
く
す
」
意
味
は
な
い
。
そ
れ
は

思

う
に
’
意
図
を
も
っ
て
の
言
葉
は
そ
の
意
図
を
明
か
に
し
て
は
そ
の
言
葉
の

効
果
は

無
い
の
で
あ
る
か
ら
、
説
く
場
合
に
は
そ
の
意
図
を
か
く
さ
ね
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
こ
う
説
こ
う
と
意
図
す
る
以
前
に
は
す
べ
て
の
事
情
を
斜
酌
し
て

決

め
ね
ば
な
ら
な
い
．
。
す
な
わ
ち
随
宜
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
仏
に
は
衆
生
に
自
分
の
覚
っ
た
亘
ハ
理
を
説
こ
う
と
云
う
考
．
え
は

始

め
か
ら
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
言
葉
の
意
図
は
、
真
理
を
説
こ
う
と
い

う
意
図
で
は
な
い
、
然
し
仏
自
身
の
覚
っ
た
真
理
を
そ
の
ま
ま
説
い
て
は
衆
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

に

は

理
解

出
来
な
い
か
ら
、
種
々
事
情
を
掛
酌
し
て
こ
う
説
こ
う
と
意
図
し
、

そ
の
意
図
を
か
く
し
て
、
こ
れ
が
真
実
そ
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
説
か
れ
る

の

で
あ
る
．
こ
れ
が
s
a
n
i
d
h
l
．
　
－
b
h
a
，
　
y
a
で
あ
り
、
最
も
簡
単
に
云
え
ば
方
便

説
法
で
あ
る
。

　

こ
の
説
法
の
場
合
、
聞
手
が
そ
こ
に
疑
問
を
生
じ
更
に
仏
の
意
図
を
理
解
す

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
覚
り
の
真
理
を
更
に
追
求
し
そ
の
理
解
に
近
づ
く
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
考
え
れ
ば
中
国
の
純
正
仏
教
に
伝
わ
る
こ
の
語
の
訳
例

は

皆
同
意
義
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　

（
こ
の
原
稿
は
自
分
で
も
s
a
u
i
d
h
i
i
b
h
a
t
i
y
a
　
s
意
味
が
判
明
せ
ず
研
究
し
つ
つ
書

　
　
い

た
の
で
、
読
み
に
く
く
、
ま
た
欠
点
も
多
い
こ
と
と
思
う
。
こ
こ
に
お
わ
び
し

　
　
て
、
読
ん
で
下
さ
る
方
々
の
好
意
あ
る
御
訂
正
を
お
願
い
す
る
。
）

六
　
附

記

　
印
度
の
密
教
の
ぐ
ど
崇
マ
勃
き
や
ω
〔
巨
巳
3
、
馴
】
峯
で
は
s
2
L
n
l
d
h
a
－
b
h
a
f
＄
E
や

s

a
r
p
d
h
a
－
v
a
c
a
n
a
が
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
　
こ
れ
は
い
ま
の
課
題
と

深

い
関
係
を
も
つ
が
、
こ
の
語
は
今
ま
で
の
研
究
に
よ
れ
ぱ
I
－
I
e
ぐ
c
l
j
l
’
c
l
t
a
l
）
t
l
’
（
－

（
七
、
八
世
紀
の
作
と
推
定
）
に
始
め
て
見
え
、
a
b
h
i
p
r
a
y
i
k
a
－
く
a
c
a
n
a
　
（
言
葉
の
表
面

に

現
れ
た

も
の
と
は
全
然
異
っ
た
事
物
を
現
わ
す
言
葉
）
、
或
は
目
葛
口
古
干
≦
雪
＝
但
（
そ
の

意

味

三
c
ら
u
明
示
さ
る
べ
“
u
1
1
1
1
口
葉
）
と
同
意
義
で
あ
る
と
し
、
従
っ
て
辻
直
四
郎
博

士
の

訳
語
の
よ
う
に
「
秘
語
」
と
訳
す
の
が
一
番
適
し
て
い
る
．
、

　
ま
た
右
に
挙
ら
れ
た
言
葉
は
そ
れ
ぞ
れ
純
正
大
乗
に
す
で
に
あ
っ
た
も
の
で
’



そ
れ
を
全
然
異
っ
た
彼
ら
の
密
教
的
意
味
で
用
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
研

究
対
象
か

ら
離
れ
る
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
純
正
仏
教
に
お
け
る
s
a
i
p
（
l
h
r
t
－

一）
言
勾

ジ
．
二
の
意
味
を
確
定
す
う
に
あ
た
っ
て
、
混
乱
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
る
の

で
、
こ
こ
で
は
論
述
し
な
か
〔
．
た
。
然
し
印
度
密
教
に
関
し
て
は
近
年
色
々
の

出
版
や
研
究
が
あ
る
の
で
、
そ
の
書
名
と
問
題
の
言
葉
に
関
す
る
個
所
を
挙
げ

て

お
く
。
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r
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P
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習
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－
胡
〔
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ご
プ
ぼ
o
土
早
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二
、
辻
直
四
郎
・
右
書
評
。
東
洋
学
報
第
四
二
巻
四
号
　
批
評
と
紹
介
（
四
ゴ
l
l

　
1
四
四
九
頁
）
昭
和
三
十
五
年
三
月

三
、
バ
ッ
タ
チ
ャ
リ
ヤ
著
・
神
代
峻
通
訳
・
松
長
有
慶
補
註
・
古
同
木
諦
元
訳
補
．

　
イ
ン
ド
密
教
学
序
説
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（
口
ぎ
§
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罫
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．
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〉
・
二
耳
；
・
ξ
竺
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・
拾
】
w
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三
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巳
一
巳
浮
司
切
o
汁
2
言
き
・
）
特
に
四
三
頁
並
に
註
記
。

四
、
　
A
g
e
h
a
n
a
n
d
a
　
B
h
a
，
r
a
，
t
i
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’
l
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h
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T
a
n
t
r
i
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T
r
a
d
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i
o
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．
　
I
］
o
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版
一
九
六
五
年
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a
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S
a
n
d
h
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今
ま
で
の
研
究
で
は
印
度
密
教
の
用
い
る
言
葉
’
／
”
　
s
a
n
i
d
h
r
i
－
な
の
－
C
r
　
s
：
u
p
．
，

⊆
プ
｝・

甲
な
の
か
、
こ
の
問
題
が
ま
だ
最
後
的
に
は
決
着
し
て
い
な
い
。
竺
目
（
芸
劉
，

　

　

　

　

法
華
経
の
o
c
三
〔
∨
三
る
ご
三
5
＞
、
ρ
に
就
い
て
（
松
濤
）

と
し
て
も
そ
の
意
味
が
種
々
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
西
蔵
訳
も
二
様
で
、
〔
汀
9
ぢ

づ・
三
⊃
・
言
二
薄
明
2
一
暴
）
と
g
’
；
1
．
T
i
　
1
）
a
．
h
i
　
：
k
n
．
d
　
（
秘
密
三
・
茎
と
が
あ
る
。

　
　

（最
後
に
こ
の
研
究
に
当
っ
て
立
正
大
学
の
中
付
瑞
隆
教
授
並
に
私
と
種
々
研
究

　
　
を
共
に
し
て
い
る
大
正
大
学
の
斉
藤
光
純
講
師
と
同
高
橋
尚
夫
助
手
、
立
正
大
学

　
　
大
学
院
の

ナ

レ

ー
シ
・
マ
ン
ト
リ
ソ
修
士
の
諸
氏
が
一
部
資
料
を
提
供
し
て
下
さ

　
　
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
御
礼
に
か
え
る
次
第
で
あ
る
。
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二
五


